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澄み渡る青空の下、山間を縫うように流れる四万十川。その流れに沿って、 
選手たちは自然に触れながら、ひたすらゴールを目指す（半家沈下橋） 

高知県四万十市・四万十町 
◎四万十川ウルトラマラソン 

　本誌は、新しい時代に向けて変貌を遂げつつある四国の姿を幅広くお伝えするため

年２回発行している地域情報誌です。全国各地で活躍されている四国出身の企業経

営者の方々をはじめ、全国の企業や四国の経済団体、自治体などにお届けしています。 

天高き秋の爽やかさに誘われ 

待ちわびた足自慢が 

近く遠く全国から集う 

 

険しい山の起伏を越え 

川沿いを蛇行する果てなき道 

この日のために鍛えた体は 

大自然が育んだコースに 

癒されつつも試される 

 

ここは日本最後の清流  四万十の里 

ランナーたちはこの地を 

“西のウルトラの聖地”と呼ぶ 

いざな 

は　げ 

四万十川ウルトラマラソン  

四国らしさを活かしてアジア新興国の需要をどう取り込むか 

 

アジアの活力を取り込む四国 

 
 
 

中芸地区栄光の鉄路・魚梁瀬森林鉄道 

土佐の国・修行の道場 【高知編②】 

語り部と歩く歴史文化道（芸予諸島歴史文化道） 
 

宇和海発、日本の養殖漁業の変革に挑む 

 

ソフトパーク・いたの（徳島県板野町） 

メテック北村㈱ 

四国厨房器製造㈱（香川県高松市） 
 

なると金時 
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ルネサンス・アイ 

 

四国フロンティア 

 
 
 

四国の近代化遺産 

四国八十八箇所を旅する 

歴史文化道 

 

テクノロジー・ナウ 

 

企業立地ニュース 

 

企業ズームアップ 

 

温故知新 

お客さまの声にオーダーメイドで応えるものづくり 

藻谷  浩介氏インタビュー 

適地適作が産んだトップブランド 

山内  晧平氏 
愛媛大学社会連携推進機構教授・南予水産研究センター長 北海道大学名誉教授 

徳島県への立地企業インタビュー 

 

●  アジアからの観光客誘致 
●  独自技術を活かしたアジア市場の開拓 
●  行政による海外販路の拡大支援 
●  養殖魚のアジア向け輸出の拡大 
●  アジア新興国を惹き付ける地域産品 

しまなみ海道沿いの歴史文化遺産を巡る 

日本政策投資銀行  地域企画部  地域振興グループ  参事役 

や　　な　  せ 
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よさこい踊りなど、趣向を凝らしたもてなしで、例年華やぐ前夜祭 

3

給水所・給食所など、地元ボランティアによる万全のサポート体制 

沿道から小さな応援団、ランナーにとってかけがえのないエネルギー。 
ほほえましいふれあいが、あちらこちらで見受けられる 

　「四万十川の自然と清流を守ろう」をテーマに四万
十川流域の市町が共同開催する「四万十川ウルトラ
マラソン」。１９９４年の創設以来、１７回目となる今年は
１０月１６日開催。 
　“日本最後の清流”四万十川に沿ったコースは１００km 
（日本陸上競技連盟公認）と６０kmの２つ。風光明媚
なコースとしてランナーの間で広く知られ、今や「北の
サロマ湖、西の四万十」と称されるまでの人気大会となり、
毎年全国から定員の２倍を超える応募がある。４０カ所
近くにも上る給水・給食所をはじめ、大会運営は多くの
地元住民ボランティアに
よって支えられ、名実ともに
地域を挙げての一大スポー
ツイベントとなっている。 

［写真：高野晃輔、塩川真悟］ 

愛媛県 

香川県 

徳島県 

高知県 

四万十市 
四万十川 

四万十町 

◎お問い合わせ先 ：  
　四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局 
　TEL.0880-34-0605

ゴール目指して疲れ切った体を、 
声援と松明の灯が奮い立たせてくれる 

○１００ｋｍ（定員１,５００名） 
　男女別陸連登録者・男女別未登録者 
　（18歳以上※高校生・車イス不可） 
○６０ｋｍ（定員５００名）男女別 
　（18歳以上※高校生・車イス不可） 

※コースは都合により変更することがあります 

◎四万十川ウルトラマラソン 
　コース 

じわじわ 
　登り開始 

半家沈下橋 
（折り返し） 

岩間沈下橋 

四万十市 

四万十川 

レストステーション 
（カヌー館・約６２km） 

四万十川に 
合流 

絶景ポイント 

四万十町 

１０km

２０km

３０km

４０km

５０km

６０km

７０km

８０km

９０km

※ランナーには 
　厳しいポイント 

１００kmコース 
スタート（蕨岡中学校前） 

６０kmコース 
スタート（こいのぼり公園前） 

ゴール 
（県立中村高校・中学校） 

わらび 

N
JR予土線 

峠頂上  
（標高約６００m） 

速
さ
に
挑
む
者 

完
走
を
目
的
と
す
る
者 

苦
悶
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
も 

遙
か
先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す 

 

ガ
ン
バ
レ
　
ガ
ン
バ
レ 

早
朝
か
ら
夜
ま
で
繰
り
返
し
続
く 

挑
む
者
へ
の
声
援
と
サ
ポ
ー
ト 

疲
れ
切
っ
た
走
者
を
後
押
し
す
る 

 

悠
然
と
流
れ
る
四
万
十
川
で 

繰
り
広
げ
ら
れ
る 

超
人
的
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典 

今
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮 

く
　
も
ん 

夜も明けきらぬ午前５時半、１００kmコースのスタート（蕨岡中学校前）。一斉に走りはじめる光景は、まさに圧巻 
わらび 

半家の沈下橋は折り返しポイント、橋上でランナーがすれ違う。清らかなせせらぎを耳に、励まし合う 
は　げ 

開催日 大会名 開催地 

２０１１年１１月６日 
２０１２年 ２月５日 
２０１２年 ２月５日 
２０１２年 ２月下旬 

とくしまマラソン 
香川丸亀国際ハーフマラソン 
愛媛マラソン 
高知マラソン 

（参考）四国の主なマラソン大会 

徳島市 
丸亀市 
松山市 
高知市 

距 離 

フル 
ハーフ・３㎞・１㎞ 
フル 
フル 

ゴールゲートをくぐる完走者。皆、喜びでいっぱい 

半家駅 

十川駅 

土佐昭和駅 

江川崎駅 

◎四万十川ウルトラマラソン ◎四万十川ウルトラマラソン 
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【特集】アジアの活力を四国の成長へ 

ア
ジ
ア
の
重
要
性 

藻谷　浩介氏 

　
　
今
、わ
が
国
経
済
の
成
長
に
と
っ
て
、

ア
ジ
ア
の
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
が

重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。 

 

　
国
内
の
需
要
が
供
給
力
に
対
し
て
恒

常
的
に
不
足
す
る
「
需
要
不
足
」
に
、

日
本
が
陥
っ
て
い
る
た
め
で
す
。 

　
わ
が
国
で
は
、
働
く
人
の
数
、
い
わ

ゆ
る
「
生
産
年
齢
人
口
」
が
、
１
９
９
５

年
以
降
、
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
は
所
得
水
準
が
高
く
、

消
費
も
旺
盛
な
た
め
、
そ
の
減
少
は

国
内
消
費
の
伸
び
悩
み
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
一
方
で
、
世
界
に
先
駆
け
て
生

産
工
程
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進

め
て
き
た
結
果
、
非
常
に
少
な
い
人
数

で
モ
ノ
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
需
要
の
減

少
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
供
給
力
の
減

少
に
は
つ
な
が
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
東
日
本
大
震

災
後
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
部
品
の
生

産
が
止
ま
っ
た
こ
と
で
、
自
動
車
や
家

電
の
生
産
が
滞
り
、
輸
出
が
減
っ
て
大

変
と
の
議
論
が
起
き
る
一
方
で
、
日
本

国
内
が
モ
ノ
不
足
と
な
り
、
イ
ン
フ
レ

に
な
る
と
の
議
論
は
全
く
起
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
　
四
国
も
同
じ
状
況
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
四
国
は
、
紙
・
パ
ル
プ
、
化
学
な
ど

生
産
工
程
の
機
械
化
・
省
力
化
が
最
も

進
ん
で
い
る
「
基
礎
素
材
型
」
産
業
の

ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
四
国
は
大
都
市
圏
な
ど

の
市
場
か
ら
地
理
的
に
離
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
産
業
活
動
に
お
い
て
コ
ス
ト

引
き
下
げ
に
向
け
た
人
員
削
減
の
誘
因

が
強
く
働
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
若
者

の
働
く
場
が
減
り
、
東
京
、
大
阪
な
ど

大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
が
続
い
て
い

ま
す
。 

　
若
い
人
が
出
て
行
く
こ
と
は
、
子
供

の
減
少
に
直
結
し
、　
年
後
、　
年
後
の

現
役
世
代
が
さ
ら
に
減
る
悪
循
環
に

陥
っ
て
お
り
、
全
国
の
中
で
も
現
役
世

代
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
最
も
早
い
地
域

の
一
つ
で
あ
り
、
需
要
不
足
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
構
造
的
な
需
要
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
経
済
の
急
速
な

発
展
に
伴
い
、
所
得
が
伸
び
て
い
る

ア
ジ
ア
新
興
国
の
需
要
を
取
り
込
む
こ

と
が
、
わ
が
国
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て

四
国
の
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題

と
言
え
ま
す
。 

   

　
　
ア
ジ
ア
新
興
国
の
需
要
取
り
込
み

で
先
行
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
北
海
道
や
九
州
の
取
り
組
み
が
先
行

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
、
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア

で
唯
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
強
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
持
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
か
ら

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
の
中
国
語
読
み
「
ペ
ー

ハ
イ
タ
ン
」
は
、
中
国
は
も
と
よ
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

台
湾
、
香
港
で
も

皆
に
知
れ
わ
た
っ

て
お
り
、「
ペ
ー

ハ
イ
タ
ン
○
○
」

と
名
付
け
る
だ
け

で
、
現
地
で
モ
ノ

が
高
く
売
れ
る
ほ

ど
で
す
。 

　
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
北
海
道

で
の
外
国
人
観

光
客
の
消
費
額

は
、
道
内
大
型
店

売
上
げ
の
１
割

に
匹
敵
す
る
と

も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
次
に
九
州
に
つ

い
て
は
、
ア
ジ
ア

と
地
理
的
に
近
い

こ
と
か
ら
、
当
然

と
言
え
ば
当
然
で

す
が
、
ア
ジ
ア
新

興
国
の
需
要
取
り

込
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
長
崎
の
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
は
、
経
営
権
を
取
得
し
た
会

社
が
徹
底
的
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客
に

努
め
た
結
果
、
平
成
　
年
度
に
は
黒
字

化
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
九
州
は
中
国
か
ら
年
間
１
５
０

隻
程
度
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
を
実
現

し
て
お
り
、
博
多
、
鹿
児
島
な
ど
の
寄

港
地
は
、
た
く
さ
ん
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
地
域
に
比
べ
、
四
国
は
、

ア
ジ
ア
新
興
国
の
需
要
取
り
込
み
の
面

で
、
出
遅
れ
て
い
る
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
北
海
道
、
九
州
が
ど
ん
な
取

り
組
み
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
成
功
を

収
め
て
い
る
の
か
、
知
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◎地域別の生産年齢人口（１５～６４歳）の推移 （千人） 

全国 
北海道 
東北 
関東 
　北関東 
　南関東 
北陸 
中部 
近畿 
中国 
四国 
九州・沖縄 

１９７５年 

75,808 
3,658 
7,853 
23,191 
4,398 
18,793 
1,949 
9,896 
12,758 
4,915 
2,692 
8,896

１９９０年 

85,900 
3,925 
8,122 
28,489 
5,170 
23,319 
2,085 
11,364 
14,415 
5,157 
2,767 
9,576

２００５年 

84,422 
3,701 
7,587 
29,192 
5,192 
23,999 
1,980 
11,315 
13,901 
4,847 
2,546 
9,353

２０２０年 
（見通し） 

73,635 
3,007 
6,224 
26,531 
4,415 
22,116 
1,659 
10,118 
11,868 
4,062 
2,071 
8,096

２０３５年 
（見通し） 

62,919 
2,400 
5,012 
23,221 
3,695 
19,526 
1,387 
8,834 
10,002 
3,431 
1,695 
6,936

増減率 
（1975→2005） 

11.4％ 
1.2％ 
-3.4％ 
25.9％ 
18.1％ 
27.7％ 
1.6％ 
14.3％ 
9.0％ 
-1.4％ 
-5.4％ 
5.1％ 

増減率 
（2005→2035） 

-25.5％ 
-35.1％ 
-33.9％ 
-20.5％ 
-28.8％ 
-18.6％ 
-30.0％ 
-21.9％ 
-28.0％ 
-29.2％ 
-33.4％ 
-25.8％ 

出所 ： 国立社会保障・人口問題研究所 

「四国らしさを活かして 
  アジア新興国の需要を 
　どう取り込むか」 

藻谷   浩介氏インタビュー 
日本政策投資銀行  地域企画部  地域振興グループ  参事役 

聞き手 ： 編集事務局 
プロフィール／１９６４年 山口県生まれ。１９８８年東京大学法学部卒業、
同年日本開発銀行（現 日本政策投資銀行）入行、米国コロンビア大学
ビジネススクール留学、日本経済研究所出向などを経て、２０１０年度より
現職の日本政策投資銀行地域企画部地域振興グループ参事役。平成合
併前の国内約３２００市町村の９９.９％、海外５９カ国を訪問した経験を持ち、
地域振興の分野で精力的に研究、著作、講演を行う。著書に、『デフレの
正体－経済は「人口の波」で動く』、『実測！ニッポンの地域力』などがある。 

博多港に寄航した中国からのクルーズ船と乗船客用の観光バス 

ア
ジ
ア
の
需
要
取
り
込
み
の 

先
行
事
例 

１０ 

１５ 

２２ 
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【特集】アジアの活力を四国の成長へ 

   
　
　
四
国
に
も
ア
ジ
ア
の
需
要
を
取
り

込
め
る
よ
う
な
地
域
資
源
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

　
実
は
、
四
国
は
地
域
資
源
に
相
当
恵

ま
れ
た
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
資
源
の

分
布
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
濃
淡
が

あ
り
ま
す
が
、
幸
い
四
国
に
お
い
て
は
、

ど
の
県
も
豊
か
な
地
域
と
言
え
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
四
万
十
川
、
仁
淀
川
な
ど

は
、
川
底
の
き
れ
い
な
石
の
上
を
も
の

す
ご
く
澄
ん
だ
水
が
大
量
に
流
れ
て
い

ま
す
が
、
世
界
的
に
み
て
も
極
め
て
特

異
で
す
。
中
国
で
は
四
川
省
の
山
奥
に

あ
る
九
寨
溝
ま
で
行
か
な
い
と
な
い
。

お
隣
の
韓
国
に
も
な
い
。
熱
帯
地
域
で

あ
る
東
南
ア
ジ
ア
に
も
も
ち
ろ
ん
な
く
、

氷
河
を
源
流
と
す
る
欧
州
に
も
な
い
。

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
山
岳
地
帯
の

急
流
部
分
に
し
か
な
く
、
海
に
近
い
と

こ
ろ
は
完
全
に
濁
っ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
こ
う
し
た
清
流
は
、
四
国
と
紀
伊

半
島
、
宮
崎
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

仁
淀
川
の
川
沿
い
に
一
級
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
建
ち
、
ゆ
っ
く
り
外
国
人
が
静
養

し
て
い
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
す
。 

　
瀬
戸
内
の
多
島
海
も
前
々
か
ら
き
れ

い
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
０

年
に
初
開
催
さ
れ
た
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
で
、
国
内
外
か
ら
あ
れ
だ
け
多
く
の

人
を
集
め
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
一
級
の
資
源
で
す
。 

　
愛
媛
県
南
部
の
み
か
ん
の
段
々
畑
、

徳
島
県
西
部
に
あ
る
祖
谷
の
傾
斜
地
に

貼
り
付
い
た
き
れ
い
な
山
村
も
そ
れ
自

体
が
世
界
遺
産
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
お
遍
路
も
素
晴
ら
し
い
国
際

観
光
資
源
だ
と
思
い
ま
す
。
歩
道
を
き

ち
ん
と
整
備
し
、
お
寺
の
雰
囲
気
を
も

う
少
し
改
ま
っ
た
も
の
に
す
れ
ば
、
十
分

に
外
国
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

　
　
そ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
、
地
元
に

と
っ
て
は
、
当
た
り
前
の
も
の
で
す
が
。 

 

　
そ
の
と
お
り
で
す
。
四
国
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
当
た
り
前

の
も
の
で
す
が
、
よ
そ
か
ら
来
た
人
に

と
っ
て
は
わ
ざ
わ
ざ
四
国
に
来
な
い
と

な
い
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
。 

　
観
光
資
源
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
住

ん
で
い
る
人
の
評
価
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
他
地
域
か
ら
来
た
人
た
ち
の
評
価

に
よ
り
ま
す
。
こ
の
当
然
の
こ
と
が
、

四
国
の
人
に
限
ら
ず
、
判
ら
な
い
。
判

ら
な
い
と
い
う
よ
り
、
四
国
の
こ
と
は

四
国
に
住
ん
で
い
る
自
分
が
一
番
良
く

判
っ
て
い
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
他

地
域
の
人
の
意
見
や
、
客
が
実
際
に
来

て
い
る
現
状
を
な
か
な
か
素
直
に
認
め

よ
う
と
し
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
り
ま

す
。
他
地
域
の
人
が
す
ご
い
と
認
め
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
素
直
に
認
め

て
、
そ
の
特
徴
に
磨
き
を
か
け
て
活
か

す
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

   

　
　
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
ア
ジ
ア
新

興
国
の
人
た
ち
に
売
り
込
む
有
効
な
方

法
は
。 

 

　
日
本
人
と
全
く
同
じ
で
、
テ
レ
ビ
や

雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
先
行
し
て
い
る
北
海
道
の
事
例

で
も
明
ら
か
で
す
が
、
北
海
道
に
中

国
人
が
多
く
訪
れ
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た

こ
と
で
し
た
。
日
本
で
も
韓
流
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
に
行
く
人
が
増
え
た
の

と
同
じ
で
す
。 

　
現
地
の
テ
レ
ビ
や
映
画
の
ロ
ケ
を
連

れ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
、
ど
れ
だ
け
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
熱
心
に
や
る
か

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
に
大
事
な
こ
と
は
、
四
国
に
住
ん

で
い
る
、
あ
る
い
は
来
た
こ
と
の
あ
る

ア
ジ
ア
新
興
国
の
人
た
ち
の
ブ
ロ
グ
を

探
し
出
し
、
四
国
の
情
報
を
掲
載
、
も

し
く
は
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
口
コ
ミ
の
情
報
は
も
の

す
ご
く
有
効
な
方
法
で
、
北
海
道
な
ど

は
既
に
大
い
に
活
用
し
て
い
ま
す
。 
    

　
　
四
国
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
に
、

地
域
の
産
品
を
売
り
込
む
に
は
。 

 

　
こ
こ
で
も
や
は
り
観
光
客
の
目
線
で

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

高
知
の
芋
け
ん
ぴ
を
安
く
大
量
に
一
袋

に
入
れ
て
観
光
客
に
販
売
す
る
こ
と
は
、

理
に
適
っ
て
い
ま
せ
ん
。
小
分
け
パ
ッ

ク
で
２
０
０
円
く
ら
い
の
も
の
を
準
備

す
る
と
、
地
元
の
人
は
買
わ
な
く
て
も
、

観
光
客
は
味
が
い
い
ん
だ
ろ
う
な
と
考

え
て
買
い
ま
す
。
安
く
て
量
が
多
い
も

の
を
良
し
と
す
る
の
は
、
住
ん
で
い
る

人
た
ち
の
価
値
観
で
あ
っ
て
、
観
光
客

の
目
線
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
少
し
で
も
安
く
と
い
う
価
値

観
は
、
安
け
れ
ば
他
地
域
か
ら
で
も
調

達
す
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
客
の
経
済

効
果
が
十
分
地
域
に
行
き
渡
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
で
は
、
土
産
物
な
ど
の
原
材
料

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
製
造
す
る
工
場

や
販
売
す
る
店
の
建
材
に
至
る
ま
で
全

て
が
沖
縄
産
の
た
め
、
観
光
客
の
払
っ

た
お
金
の
ほ
ぼ
全
て
が
県
内
に
と
ど
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
昨
年
の
高
知
「
龍

馬
博
」
は
、
従
来
以
上
に
地
元
経
済
を

潤
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
　
安
さ
を
売
り
物
に
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

　
ア
ジ
ア
の
人
が
喜
ぶ
や
り
方
で
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
お
金
を
と
っ
て
提
供
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
例
え
ば
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
中
国
の
お
金
持
ち
が

来
る
旅
館
が
北
海
道
の
松
前
に
あ
り
ま

す
。
函
館
空
港
か
ら
２
時
間
も
か
か
る

交
通
の
不
便
な
所
で
す
。
そ
こ
の
木
造

モ
ル
タ
ル
２
階
建
て
の
旅
館
で
は
、
日

本
人
相
手
に
は
一
泊
７
〜
８
千
円
程
度

の
価
格
設
定
に
し
て
い
ま
す
が
、
中
国

人
相
手
だ
と
一
食
　
万
円
も
す
る
特
別

食
を
出
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
と
れ
た

天
然
マ
グ
ロ
の
尾
頭
付
き
を
ど
ー
ん
と

出
す
も
の
で
、
全
部
食
べ
き
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
中
国
に
帰
っ
て

周
り
の
人
に
自
慢
で
き
る
の
で
、リ
ピ
ー

タ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て
い
ま
す
。
高

知
で
も
か
つ
お
を
使
え
ば
、
似
た
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

　
　
ア
ジ
ア
向
け
の
輸
出
で
有
望
な
も

の
と
、
そ
の
売
り
方
は
。 

 

　
日
本
の
「
食
」
へ
の
評
価
は
ア
ジ
ア

で
も
高
い
の
で
、
日
本
の
食
材
は
特
に

有
望
で
す
。
ア
ジ
ア
新
興
国
の
人
の
喜

ぶ
や
り
方
を
研
究
し
、
き
ち
ん
と
お
金

を
と
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
安
く
し
た
方
が
客
が
来
る
と
い

う
従
来
の
発
想
を
捨
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
大
き
な
ヒ
ン
ト
は
、
日
本
に
対
す
る

貿
易
黒
字
国
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ

タ
リ
ア
で
す
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
そ

ろ
っ
て
「
食
」、「
服
飾
」、「
雑
貨
」
が

強
く
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
は
日
本
に
ひ

け
を
と
る
も
の
の
、
恒
常
的
に
貿
易
黒

字
を
出
し
て
い
ま
す
。 

　
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
新
興
国
の
人
た
ち

が
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
水

や
日
本
酒
、
お
米
、
野
菜
に
果
物
、
肉
、

そ
し
て
装
飾
品
、
服
飾
雑
貨
に
つ
い
て

も
、
日
本
の
製
品
は
世
界
最
高
だ
と
、

ア
ジ
ア
の
お
金
持
ち
に
言
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。 

地
域
資
源
が
豊
か
な
四
国 

地
域
産
品
の 

売
り
込
み
方
法 

ア
ジ
ア
か
ら
の 

関
心
の
高
め
方 

北海道の映画ロケ地を訪れる中国人観光客（釧網本線北浜駅、左写真）と 
映画ロケ地を取材する中国のテレビ局（網走市能取岬）［網走市観光課提供］ 

瀬戸内海の多島美 

お遍路さん 祖谷 

四万十川 

き
ゅ
う
さ
い
　こ
う 

い
　
　や 

〃 

〃 

２１ 



【特集】アジアの活力を四国の成長へ 

9

アジアからの観光客誘致 

ア
ジ
ア
の
活
力
を
取
り
込
む 

四
国 

8

中国人観光客で賑わう高松市の丸亀町商店街 

四
国
が
一
つ
に
な
っ
て
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
に
取
り
組
む
「
四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
」 

　
国
内
市
場
が
伸
び
悩
む
な
か
、今
後
、地
域
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、

成
長
す
る
ア
ジ
ア
新
興
国
の
活
力
を
取
り
込
む
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、四
国
各
地
で
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
需
要
獲
得
を
目
指
し
た

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。 

   

　
２
０
１
１
年
７
月
、
高
松

と
上
海
を
結
ぶ
定
期
航
空
路
線
が
中

国
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）・
春

秋
航
空
（
上
海
市
）
に
よ
っ
て
就
航
し
た
。

同
社
の
日
本
路
線
と
し
て
は
、
２
０
１
０

年
７
月
に
開
設
し
た
茨
城
〜
上
海
便
に

次
ぐ
２
路
線
目
に
あ
た
る
。
同
社
が
、

高
松
へ
の
就

航
を
決
め
た

背
景
に
は
、

中
国
人
観
光

客
に
人
気
の

「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
」（
東

京
〜
富
士
山

〜
京
都
・
大

阪
）
を
茨
城

路
線
と
と
も

に
東
西
で
結

ぶ
狙
い
に
加

え
、
香
川
県

が
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
路
線
誘

致
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
、

香
川
の
観
光
資
源
が
同
社
首
脳
に
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

　
高
松
〜
上
海
便
は
、
週
２
便
（
　

月
以
降
、
木
・
日
）、
定
員
１
８
０
人

で
運
航
し
て
お
り
、
運
賃
の
安
さ

（
片
道
４
０
０
０
円
の
最
安
値
か
ら

３
７
７
０
０
円
ま
で
の
　
段
階
）
も

あ
っ
て
、
７
〜
８
月
の
利
用
率
は
　
％

超
と
出
足
好
調
と
な
っ
て
い
る
。 

　
な
お
、
四
国
と
中
国
を
結
ぶ
定
期
航

空
路
線
と
し
て
は
、
２
０
０
４
年
に
就

航
し
た
中
国
東
方
航
空 

松
山
〜
上
海
便

に
続
く
２
番
目
と
な
る
。 

   

　
上
海
便
就
航
に
併
せ
て
、
地
元
で
は

官
民
一
体
と
な
っ
て
中
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

　
高
松
市
の
丸
亀
町
商
店
街
な
ど
で
は
、

約
２
０
０
店
舗
で
中
国
人
が
買
い
物
に

使
う
「
銀
聯
カ
ー
ド
」
※

を
使
え
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
中
国
語
や
中
国

の
商
習
慣
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
た

り
、
讃
岐
う
ど
ん
の
食
べ
方
を
紹
介
す

る
中
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
、
配

布
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
香
川
県
観
光
協
会
で
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
会
社
と
組
み
、

電
話
を
使
っ
た
外
国
人
向
け
通
訳
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
県

内
の
百
貨
店
、
宿
泊
・
観
光
施
設
な
ど

か
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、
オ

ペ
レ
ー
タ
が
中
国
人
の
話
を
聞
い
て
、

各
施
設
・
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
に
日
本
語

で
内
容
を
伝
え
る
仕
組
み
。 

　
さ
ら
に
、
高
松
空
港
ビ
ル
の
免
税
店

で
は
、
中
国
人
観
光
客
に
人
気
の
炊
飯

器
や
化
粧
品
、
地
元
産
の
土
産
物
な
ど

を
中
心
に
、
品
揃
え
を
従
来
の
３
倍
の

約
１
７
０
０
品
目
に
増
や
し
、
売
上
の

倍
増
を
目
指
し
て
い
る
。 

高松空港に到着した中国人観光客 

中
国
人
観
光
客
の 

受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り 

上
海
と
の
航
空
路
線
誘
致
と
地
元
の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
（
香
川
県
） 

※
カ
ー
ド
で
買
い
物
を
す
る
都
度
、本
人
の
銀
行
口
座
か
ら
引

　
き
落
と
し
す
る
シ
ス
テ
ム
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及
し
て

　
お
ら
ず
、外
貨
の
持
ち
出
し
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
国
人
に

　
と
っ
て
、海
外
で
の
買
い
物
に
は
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
。 

高松空港に到着した春秋航空 

高
松
〜
上
海 

航
空
路
線
の
誘
致 

四
国
の
官
民
が
一
体
と
な
っ
た 

広
域
観
光
推
進
組
織 

 海外の旅行会社やメディアの四国への招請（上段左から「来島海峡 観潮船」、 
「栗林公園 掬月亭」、下段左から「よさこい体験」、「祖谷 かずら橋」） 

韓国語 

中国/繁体字 

英語 

四国ツーリズム創造機構の各国語に対応したホームページ 

   

　
２
０
０
９
年
７
月
、
四
国
の
４
県
や

民
間
企
業
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、「
四

国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
」を
設
立
し
た
。 

　
ス
タ
ッ
フ
は
県
や
民
間
企
業
か
ら
の

派
遣
な
ど
総
勢
　
名
で
、
１
０
３
の
企

業
・
団
体
が
会
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。

（
い
ず
れ
も
２
０
１
１
年
８
月
末
時
点
）

各
県
や
官
民
の
枠
を
超
え
て
、
文
字
通

り
「
四
国
が
一
つ
」
と
な
っ
た
広
域
観

光
推
進
の
牽
引
役
で
あ
る
。 

　
特
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い

て
は
、
四
国
一
体
に
よ
る
取
り
組
み
が

効
果
的
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
外

国
人
観
光
客
誘
致
を
精
力
的
に
進
め
て

い
る
。 

   

●
四
国
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ア
の
開
催 

　
毎
年
、
海
外
の
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ

ア
な
ど
を
招
請
し
、
四
国
の
観
光
地
や

宿
泊
施
設
を
視
察
・
取
材
し
て
も
ら
う

「
四
国
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
従
来
の
中
国
・

韓
国
・
台
湾
・
香
港
の
ほ
か
、
新
た
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
加
え
た
現
地
旅
行
会

社
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
が
参
加
。 

　
８
月
９
日
か
ら
　
日
に
は
、
現
地
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
よ
さ
こ
い
祭
り
、
阿
波

お
ど
り
と
い
う
四
国
の
二
大
夏
祭
り
の

取
材
を
実
施
す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
Ｐ
Ｒ
効
果
の
向
上
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。 

 

●
海
外
で
の
旅
行
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加 

　
海
外
で
開
催
さ
れ
る
旅
行
関
連
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

本
年
６
月
に
は
、「
香
港
旅
游
展
」
に

初
出
展
し
、「
山
の
秘
境
（
に
し
阿
波

観
光
圏
）」、「
海
の
秘
境
（
四
万
十
・
足

摺
エ
リ
ア
観
光
圏
）」
を
持
つ
四
国
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
四
国
の
食
や

文
化
、
ア
ク
セ
ス
方
法
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
た
。 

●
情
報
発
信
の
強
化 

　
同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
７

つ
の
言
語
（
英
、
韓
、
中
国
繁
体
字
、

中
国
簡
体
字
、
仏
、
独
、
西
）
で
、
四

国
の
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
香
港
の
出
版
社
と
協
力
し
て
、

四
国
の
観
光
地
を
幅
広
く
紹
介
す
る
中

国
語
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
、

２
０
１
１
年
内
に
現
地
で
発
売
す
る
。 

　
こ
の
他
、
ア
ジ
ア
各
国
の
出
版
物
や

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
活
用
し
て
四
国
の

認
知
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。 

    

　
四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
な
ど

西
日
本
の
広
域
観
光
推
進
組
織
や
経
済

連
合
会
が
連
携
し
て
、
外
国
人
に
人
気

の
あ
る
東
（
東
京
〜
大
阪
）
の
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
と
並
ぶ
新
た
な
訪
日

観
光
の
定
番
コ
ー
ス
と
し
て
、
中
部
、

関
西
か
ら
九
州
ま
で
を
結
ぶ
「
プ
ラ

チ
ナ
ル
ー
ト
」（
仮
称
）
の
開
発
を
進
め

て
い
る
。 

　
四
国
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
島
を
巡
る

ク
ル
ー
ズ
な
ど
を
盛
り
込
み
、
九
州
の

温
泉
地
や
中
国
地
方
の
世
界
遺
産
・
宮

島
な
ど
と
結
ぶ
こ
と
で
、
従
来
の
日
本

観
光
に
は
な
い
新
た
な
魅
力
を
打
ち
出

す
こ
と
と
し
て
い
る
。 

海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を 

目
指
し
た
様
々
な
取
り
組
み 

「香港旅游展」への参加 

●
西
日
本
の
広
域
観
光
推
進
組
織
と
の 

　
協
力
に
よ
る 

　
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発 

８７ 

１４ 

１０ 

１１ 
１３ 

,

,

,

ぎ
ん 

れ
ん 



    

　
徳
島
県
北
島
町
に
あ
る
四
国
化
工
機

㈱
は
、
飲
料
や
酒
類
な
ど
液
体
食
品
を

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
な
ど
の
容
器
に
入

れ
て
密
閉
す
る
液
体
食
品
充
填
機
の
製

造
で
日
本
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。 

   

　
１
９
９
０
年
代
半
ば
、
円
高
が
急
速

に
進
む
中
で
、
欧
米
メ
ー
カ
ー
と
の
価

格
競
争
力
を
維
持
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、

同
社
は
、
中
国
・
上
海
に
生
産
拠
点
を

設
け
た
。 

同
工
場
は
、
当
初
、
徳
島
工
場
へ
安
価

な
部
品
を
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
技
能
向
上
に

伴
い
、
製
品
の
設
計
・
組
立
も
手
掛
け

る
よ
う
に
な
り
、
中
国
国
内
や
東
南
ア

ジ
ア
向
け
を
中
心
と
す
る
生
産
拠
点
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
東
欧
向
け

の
普
及
型
製
品
の
生
産
も
行
っ
て
い
る
。 

　
中
国
に
進
出
し
た
こ
と
で
、
現
地
の

人
脈
な
ど
か
ら
製
品
へ
の
引
き
合
い
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
中
国
市
場
の
開
拓

が
有
利
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
特
に
、
中
国
で
は
牛
乳

へ
の
メ
ラ
ニ
ン
混
入
事
件
な
ど
で
食
品

へ
の
安
全
・
安
心
志
向
が
強
ま
っ
て
お

り
、
現
地
製
品
だ
け
で
な
く
、
徳
島
工

場
で
製
造
す
る
無
菌
充
填
機
な
ど
高
機

能
商
品
の
輸
出
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。 

中国・上海にある四国化工機㈱の生産拠点 

中国の飲料メーカーで使われる同社の液体食品充填機 

上
海
の
製
造
拠
点
を
活
用
し
た
ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓
（
四
国
化
工
機
㈱
） 

急
拡
大
す
る
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
・
環
境
関
連
市
場
へ
の
進
出
（
兼
松
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
） 

四
国
４
県
共
同
の
海
外
販
売
促
進
事
業 

ア
ジ
ア
市
場
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
地
域
商
社
」
事
業
（
愛
媛
県
） 

11

独自技術を活かしたアジア市場の開拓 

10

【特集】アジアの活力を四国の成長へ 

行政による海外販路の拡大支援 

高
度
な
技
術
力
を 

有
す
る
液
体
食
品 

充
填
機
メ
ー
カ
ー 

上
海
の
生
産
拠
点
を 

海
外
市
場
開
拓
の
先
兵
に 

    

　
高
知
市
に
あ
る
兼
松
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
㈱
は
、
工
事
現
場
な
ど
で
ご
み
や

汚
泥
を
吸
い
込
む
吸
引
作
業
車
や
、
下

水
道
管
な
ど
を
高
圧
水
で
洗
浄
す
る
高

圧
洗
浄
車
で
、
国
内
市
場
の
そ
れ
ぞ
れ

　
％
、　
％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
。 

　
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
全
国
各
地

の
清
掃
会
社
が
同
社
の
機
器
を
被
災
地

に
持
ち
込
み
、
ご
み
や
汚
泥
の
除
去
作

業
に
従
事
す
る
な
ど
、
同
社
の
機
器
が

復
旧
・
復
興
に
活
躍
し
て
い
る
。 

   

　
同
社
は
、
有
望
市
場
で
あ
る
中
国
に

進
出
す
る
た
め
、
２
０
１
０
年
　
月
、

給
水
車
や
浄
水
車
な
ど
を
製
造
す
る
重

慶
市
の
大
手
特
殊
車
メ
ー
カ
ー
と
技
術

提
携
を
結
ん
だ
。
特
殊
車
の
心
臓
部
で

あ
る
ポ
ン
プ
は
日
本
か
ら
輸
出
し
、
同

社
の
技
術
指
導
の
下
、
製
品
組
立
と
販

売
を
行
う
。 

　
我
が
国
市
場
が
頭
打
ち
状
態
の
一
方
、

中
国
で
は
全
土
で
道
路
や
下
水
道
等
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り
、

今
後
、
同
社
が
得
意
と
す
る
環
境
対
応

の
特
殊
車
両
の
市
場
は
、
大
幅
な
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
同
社
は
、
今
回

の
技
術
提
携

に
よ
り
、
初

年
度
に
は
吸

引
作
業
車
と

高
圧
洗
浄
車

を
各
　
台
、

６
億
円
、
５

年
後
に
は
中

国
全
土
で
各

５
０
０
台
、

１
０
０
億
円

以
上
販
売

す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て

い
る
。 

中国の大手特殊車メーカーとの技術提携調印式（中国・重慶） 

中国に進出した兼松エンジニアリング㈱の吸引作業車 

吸
引
作
業
車
、 

高
圧
洗
浄
車
で 

圧
倒
的
シ
ェ
ア 

頭
打
ち
の
国
内
市
場
か
ら 

成
長
す
る
中
国
市
場
へ 

伊
勢
丹
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル 

四
国
フ
ェ
ア
の
開
催 地域商社による海外販路の開拓 

４
県
に
よ
る 

輸
出
振
興
協
議
会
の
設
立 

   

　
２
０
１
０
年
６
月
、
四
国
４
県
と
日

本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
４
県

事
務
所
は
、
地
域
の
食
品
関
連
企
業
の

海
外
市
場
開
拓
を
支
援
す
る
た
め
、「
四

国
４
県
・
東
ア
ジ
ア
輸
出
振
興
協
議
会
」

を
設
立
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
も
４
県
は
共
同
で
、
上
海

に
お
い
て
現
地
バ
イ
ヤ
ー
向
け
に
商
品

を
展
示
・
販
売
す
る
「
四
国
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
」
や
、
現
地
資
本
の
高
級
ス
ー

パ
ー
に
「
四
国
産
品
常
設
売
り
場
」
を

設
け
る
な
ど

の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き

た
。
今
後
は

協
議
会
を
核

に
、
各
県
が

蓄
積
し
て
き

た
ア
ジ
ア
市

場
開
拓
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
情

報
を
共
有

し
、
四
国
の

ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
事
業

を
一
層
強
化

す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

   

　
こ
の
東
ア
ジ
ア
輸
出
振
興
協
議
会
と

現
地
日
系
百
貨
店
・
伊
勢
丹
と
の
協
力

に
よ
り
、
２
０
１
１
年
５
月
、
伊
勢
丹

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ス
コ
ッ
ツ
店
で
、
四
国
の

特
産
品
を
揃
え
た
物
産
展
「
四
国
フ
ェ

ア
」
が
、　
日
間
開
催
さ
れ
た
。 

　
３
回
目
と
な
る
今
回
、
四
国
の
食
品

メ
ー
カ
ー
や
Ｊ
Ａ
な
ど
　
団
体
が
参
加

し
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
、
な
る
と
金
時
を

使
っ
た
お
菓
子
、
宇
和
島
の
じ
ゃ
こ
天
、

カ
ツ
オ
の
た
た
き
な
ど
が
出
展
さ
れ
、

約
２
６
０
０
万
円
を
売
り
上
げ
た
。
伊

勢
丹
側
も
「
四
国
フ
ェ
ア
」
の
集
客
効

果
に
注
目
し
て

お
り
、
来
年
度

も
開
催
す
る
方

向
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
半
田

そ
う
め
ん
な
ど

好
評
を
博
し
た

商
品
は
定
期
納

品
化
す
る
動
き

も
出
て
い
る
。 

地
元
産
品
の 

輸
出
を
促
進
す
る 

「
地
域
商
社
」
の
育
成 

　
愛
媛
県
は
、
県
産
品
を
地
元
港
湾
等

か
ら
直
接
・
安
定
的
に
輸
出
で
き
る
民

間
主
導
の
体

制
を
構
築
す

る
た
め
、「
地

域
商
社
育
成

支
援
事
業
」

に
取
り
組
ん

で
い
る
。 

　「
地
域
商

社
」
と
は
、

地
域
に
お
け
る
輸
出
有
望
商
品
の
発
掘

や
、
海
外
で
の
市
場
調
査
・
販
路
開
拓
、

貿
易
実
務
、
資
金
決
済
な
ど
を
、
輸
出

企
業
に
代
わ
っ
て
行
う
地
域
に
根
差
し

た
商
社
の
こ
と
。
優
れ
た
商
品
を
持
ち

な
が
ら
輸
出
実
務
に
不
慣
れ
な
中
小
企

業
と
、
日
本
各
地
の
有
望
産
品
を
仕
入

れ
た
い
現
地
バ
イ
ヤ
ー
と
の
仲
介
役
を

担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

   

　
事
業
初
年
度
で
あ
る
２
０
１
０
年
度

に
は
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
の

地
域
商
社
を
公
募
し
、
そ
れ
ぞ
れ
県
内

の
貿
易
関
連
企
業
を
選
定
。 

　
香
港
向
け
で
は
、
３
社
の
納
豆
や
酒

類
な
ど
　
商
品
を
、
ま
た
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
向
け
で
は
、
１
社
の
じ
ゃ
こ
天

な
ど
の
水
産
加
工
品
を
輸
出
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
い
ず
れ
も
大
手
商
社
で

は
扱
い
に
く
い
産
品
が
中
心
で
あ
り
、

地
元
企
業
に
お
い
て
も
、
海
外
市
場
開

拓
へ
の
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。 

　
２
０
１
１
年
度
は
、
香
港
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
向
け
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
台
湾
、
タ
イ
向
け
に
も
地
域
商

社
事
業
を
拡
大
し
、
更
な
る
海
外
販
路

の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

伊勢丹シンガポールスコッツ店の外観（上）と「四国フェア」 

海
外
販
路
開
拓
の 

取
り
組
み 

中国・上海での四国アンテナショップによる見本市への出展（右）と四国産品常設売り場 

６０ 

４０ 

３０ 

２７ 

１０ 

１０ 

１１ 

,



13

養殖魚のアジア向け輸出の拡大 

12

【特集】アジアの活力を四国の成長へ 

アジア新興国を惹き付ける地域産品 

ア
ジ
ア
新
興
国
を
魅
了
す
る
盆
栽
・
植
木 

    

　
松
盆
栽
の
生
産
で
全
国
シ
ェ
ア
８
割

を
誇
る
高
松
市
。
国
内
の
盆
栽
市
場
は

趣
味
の
多
様
化
や
建
築
の
洋
風
化
な
ど

の
影
響
で
縮
小
傾
向
に
あ
り
、１
９
９
２

年
に
７
億
８
８
０
０
万
円
あ
っ
た

出
荷
額
は
、
２
０
０
８
年
に
は
３
億

８
１
０
０
万
円
に
半
減
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
海
外
で
は
、
日
本
文
化
へ
の

憧
れ
も
あ
っ
て
、
高
成
長
を
続
け
る

ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
日
本
の
盆
栽
や

庭
木
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高

ま
っ
て
い
る
。
盆
栽
を
含
む
我
が
国
の

植
木
の
輸
出
額
は
、
２
０
０
４
年
（
平

成
　
年
）
の
８
億
９
０
０
０
万
円
に

対
し
、
２
０
０
８
年
に
は
約
６
倍
の
　

億
円
ま
で
伸
び
て
い
る
。
国
別
で
は
輸

出
額
の
８
割
以
上
を
香
港
、
中
国
な
ど

の
ア
ジ
ア
圏
が
占
め
て
お
り
、
急
拡
大

を
牽
引
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
高
松

の
盆
栽
や
植
木
は
東

京
な
ど
の
業
者
を
経

由
し
て
輸
出
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

が
、
最
近
で
は
、
海

外
の
業
者
が
香
川
ま

で
直
接
買
い
付
け
に

来
て
、
数
百
本
単
位

で
購
入
す
る
動
き
も

み
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
中
、
地
元
で
も
官

民
が
連
携
し
て
産
地

の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る

な
ど
、
ア
ジ
ア
輸
出

に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

輸入国の検疫に対応するため根の土を全て取り除いた後、水苔で養生し、輸出する松の植木 

『
和
』に
対
す
る
憧
れ 

か
ら
急
速
に
拡
大
す
る 

ア
ジ
ア
新
興
国
向
け
輸
出 

宇
和
島
の
水
産
業
者
共
同
企
業
体
「
ナ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
」
に
よ
る
鮮
魚
輸
出
の
取
り
組
み 

上海で人気を博した愛媛産養殖魚のPRイベント（マグロ解体ショー） 

松
山
〜
上
海
便
を
使
っ
た 

鮮
度
抜
群
の
輸
出
モ
デ
ル
の
構
築 

上海への定期航空便で、抜群の鮮度のまま空輸される 

    

　
愛
媛
県
は
南
予
地
方
を
中
心
に
海
面

養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
、
マ
ダ
イ
に
つ
い

て
は
全
国
の
６
割
、
海
面
養
殖
全
体
で

も
約
４
割
を
占
め
る
一
大
産
地
を
形
成

し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
消
費
者
の
魚
離
れ
な
ど
で
、

需
要
が
頭
打
ち
と
な
り
、
魚
価
も
低
迷

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を

打
破
す
る
た
め
、
地
元
で
は
海
外
市
場

に
新
た
な
活
路
を
求
め
る
動
き
が
本
格

化
し
て
い
る
。 

   

　
南
予
地
域
で
は
、　
年
ほ
ど
前
か
ら

養
殖
マ
ダ
イ
の
韓
国
輸
出
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
韓
国
で
マ
ダ
イ
は
人
気
の
あ

る
魚
種
の
一
つ
で
、
家
庭
料
理
で
も
広

く
使
わ
れ
て
い
る
。
３
〜
４
年
前
に
は

韓
国
の
好
景
気
や
ウ
ォ
ン
高
も
あ
っ
て
、

日
本
か
ら
年
間
５
〜
６
千
ト
ン
を
輸
出
、

そ
の
う
ち
９
割
を
愛
媛
産
が
占
め
た
。 

　
宇
和
海
の
マ
ダ
イ
は
、
大
半
が
活
魚

の
ま
ま
輸
送
船
で
韓
国
南
部
の
水
産
都

市
・
統
営
へ
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
韓
国

全
土
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。 

　
最
近
は
ウ
ォ
ン
安
円
高
に
よ
っ
て
一

時
期
に
比
べ
、
マ
ダ
イ
の
輸
出
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
韓
国
を
重

要
な
市
場
と
位
置
づ
け
、
輸
出
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。 

   

　
２
０
１
０
年
５
月
、
宇
和
島
市
の
水

産
業
者
ら
９
事
業
者
が
、
愛
媛
産
の
水

産
物
の
輸
出
を
促
進
す
る
共
同
企
業
体

「
ナ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
設
立
し
た
。 

　
中
核
を
担
う
最
高
執
行
責
任
者

（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
に
は
、
中
国
へ
の
輸
出
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
が
公
募
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
１
３
６
人
の
応
募
者
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
か
ら
、
上
海
市
で
生
ま
れ

育
ち
、
大
学
院
留
学
を
機
に
来
日
、
大

手
商
社
で
中
国
へ
の
輸
出
業
務
に
携
わ

り
、
日
本
国
籍
も
取
得
し
た
中
原
道
雄

氏
（
　
歳
）
を
選
任
。 

　
膨
大
な
潜
在
需
要
の
あ
る
中
国
へ
地

元
産
養
殖
魚
の
輸
出
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
現
地
で
の
販
路
開
拓
や
輸

出
業
務
の
迅
速
・
効
率
化
、
コ
ス
ト
の

低
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

   

　
２
０
１
１
年
１
月
、
ナ
イ
ン
ウ
ェ
ー

ブ
は
、
松
山
〜
上
海
間
を
結
ぶ
定
期
航

空
便
を
使
っ
て
、
養
殖
の
ブ
リ
と
マ
ダ

イ
の
出
荷
を
開
始
し
た
。
朝
、
魚
を
活

け
締
め
し
、
氷
詰
め
梱
包
で
松
山
空
港

ま
で
陸
送
、
午
後
１
時
過
ぎ
の
上
海
便

で
空
輸
し
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
上
海

の
高
級
日
本
料
理
店
な
ど
に
納
め
る
も

の
で
、
抜
群
の
鮮
度
と
味
の
良
さ
か
ら
、

現
地
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。 

　
輸
出
は
、
３
月
の
震
災
後
、
一
時
中

断
し
て
い
た
が
、
８
月
以
降
、
再
開
さ

れ
て
お
り
、
輸
出
拡
大
の
先
導
役
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

ア
ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水
石
高
松
大
会
の
開
催 

　「
ア
ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水
石
高
松
大

会
」
が
、
２
０
１
１
年
　
月（
　
〜
　

日
）
に
、
高
松
を
メ
イ
ン
会
場
に
開

催
さ
れ
る
。 

　
盆
栽
生
産
者
と
香
川
県
、
高
松
市

が
官
民
一
体
と
な
っ
て
誘
致
し
、
日

本
で
の
初
開
催
が
決
ま
っ
た
も
の
。 

   

　「
ア
ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水
石
大
会
」

（A
S
P
A
C

A
sia 

P
acific 

B
onsai 

a
n
d
 
S
u
ise

ki 
C
o
n
ve

n
tio

n
 
&
 

E
xh

ib
itio

n

）
は
、
１
９
９
１
年
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
水
石
協
会
会
長

マ
ッ
ク
・
バ
イ
マ
ン
氏
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
国
際
大
会
で
、
２
年
に
一

度
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

で
開
催
さ
れ
て
き
た
。 

　
２
０
０
９
年
の
台
湾
大
会
で
は
、

　
カ
国
か
ら
多
数
の
愛
好
者
や

バ
イ
ヤ
ー
で
賑
わ
い
、
ア
ジ
ア
で
の

「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
人
気
を
裏
付
け

て
い
る
。 

　
高
松
大
会
で
も
、
約
　
の
国
と
地

域
か
ら
、
国
内
外
合
わ
せ
て
３
万
人

の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
栗

林
公
園
や
玉
藻
公
園
で
の
盆
栽
展

示
、
日
本
を
代
表
す
る
盆
栽
作
家
の

技
の
披
露
や
、
産
地
見
学
、
針
金
か

け
な
ど
の
盆
栽
作
業
体
験
な
ど
、
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
高
松
の
産
地
と
し
て
の
国
際
的
な

知
名
度
の
向
上
と
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
す
る
海
外
販
路
の
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

日
本
一
の
盆
栽
都
市
・ 

高
松
で
の
開
催 

ア
ジ
ア
生
ま
れ
の
国
際
大
会 

※
水
石
と
は
、室
内
で
鑑
賞
す
る
趣
の
あ
る
石
の
こ
と 

松盆栽で全国シェア８割を誇る高松市の鬼無・国分寺地区 

アジア太平洋盆栽水石高松大会のポスター 

日
本
一
の 

海
面
養
殖
産
地
が 

輸
出
を
本
格
化 

養
殖
魚
輸
出
の
さ
き
が
け
・ 

マ
ダ
イ
の
韓
国
輸
出 

養
殖
産
地
の
総
力
を
結
集 

たくさんの養殖いかだが並ぶ宇和海 

：
 

５４ 

１０ 

ト
ン
　ヨ
ン 

１６ 

５２ 

１１ 

１８ 

２１ 

２５ 

４０ 

※ 

,

,

,



魚梁瀬森林鉄道 
～中芸地区栄光の鉄路～ 

　四国には、日本の近代化に貢献した産業・交通・土木等
に係る建造物である近代化遺産が多く遺されています。
近年、それら近代化遺産を郷土の歴史を学ぶ場として
保存する動きが高まるとともに、観光資源としても
再評価する機運が高まっています。 

【五味隧道】坑口の先には軌道跡も残り、森林鉄道が走っていた当時がしのばれる。全長３６．５ｍ［地図④］ 
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◎資料提供  高知市立市民図書館  寺田 正写真文庫 
◎参考資料  「奈半利町・田野町・安田町・北川村・馬路村ガイドマップ」 
　　　　　  （中芸地区森林鉄道遺産を保存・活用する会） 
　　　　　「近代化産業遺産群 続３３」（経済産業省） 

桟橋での木材の船積作業風景（昭和２８年） 

　
高
知
県
東
部
の
安
田
川
と
奈
半
利
川

上
流
に
位
置
す
る
魚
梁
瀬
地
区
。「
魚
梁
」

と
は
川
に
石
や
竹
で
足
場
を
組
み
、
魚

を
捕
る
仕
掛
け
の
こ
と
。
そ
の
昔
、
源

平
合
戦
に
敗
れ
た
平
教
経
が
、
こ
の
地

に
逃
れ
、
魚
梁
を
使
っ
た
こ
と
が
地
名

の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山

間
の
地
で
産
出
さ
れ
る
名
木
、
魚
梁
瀬

杉
は
、
か
つ
て
２
つ
の
川
を
使
っ
て
太

平
洋
岸
の
河
口
ま
で
搬
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
に
入
り
近
代
化

に
伴
う
木
材
需
要
の
増
加
を
受
け
、
大

量
の
木
材
を
効
率
的
に
運
び
出
す
た
め
、

農
商
務
省
の
直
轄
事
業
に
よ
り
国
内
３

番
目
の
森
林
鉄
道
と
し
て
建
設
さ
れ
た

の
が
「
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
」
で
す
。 

　
明
治
　
年
に
海
辺
の
田
野
か
ら
馬
路

ま
で
の
間
、
約
　
㎞
の
軌
道
が
完
成
。

こ
の
時
点
で
は
、
ト
ロ
ッ
コ
に
木
材
を
積

ん
で
太
平
洋
へ
運
搬
し
、
帰
り
は
犬
が

ト
ロ
ッ
コ
を
引
き
揚
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
６
年
ま
で
に
馬
路
か
ら

魚
梁
瀬
、
石
仙
へ
と
軌
道
が
森
の
奥
地

に
向
け
て
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
９

年
に
蒸
気
機
関
車
が
導
入
さ
れ
、
枕
木

の
取
り
替
え
や
、
鉄
橋
化
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昭
和
　
年
に
は
、
田
野
お
よ
び

奈
半
利
か
ら
釈
迦
ヶ
生
ま
で
が
結
ば
れ

て
全
線
が
開
通
。
総
延
長
約
２
５
０
㎞
、

魚
梁
瀬
地
区
を
含
む
中
芸
５
町
村
（
奈

半
利
町
、
田
野
町
、
安
田
町
、
北
川
村
、

馬
路
村
）
に
ま
た
が
る
国
内
屈
指
の

森
林
鉄
道
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
鉄
道
は
、
日
本
の
木
材
供
給
の

一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、
山
深
い
地
に
暮

ら
す
住
民
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
、
食

料
品
な
ど
の
生
活
物
資
も
運
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
魚
梁
瀬
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
、

軌
道
の
一
部
が
水
没
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
道
路
網
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
昭
和
　
年
に
廃
線

と
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
　
年
に
は
、
橋
梁
や
隧
道
な
ど

９
箇
所
が
、
経
済
産
業
省
の
近
代
化
産

業
遺
産
群
に
認
定
さ
れ
、
同
年
、
そ
れ

ら
を
含
め
た
　
箇
所
の
土
木
建
造
物
が

森
林
鉄
道
と
し
て
は
初
め
て
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
遺
産
は
、
今
も
県
道
な
ど

の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
往

時
の
様
子
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。 

【明神口橋】大正元年に桧材で建造されたが、機関車の 
導入に伴い、鉄骨トラス橋に架け替え。橋長４３．２ｍ 
［地図②］ 

【河口隧道】大正４年頃の建造、坑口には 
川下からの順番を示す「Ⅷ」の刻印が 
現存。全長８９．９ｍ［地図⑥］ 

①オオムカエ隧道 
②明神口橋 

④五味隧道 
⑤馬路森林鉄道 

⑥河口隧道 

③釜ヶ谷桟道 

⑦堀ヶ生橋 
⑧二股橋 

⑨小島橋 

⑩法恩寺跨線橋 

安田 

田野 

奈半利 

N

安
田
川 

奈半利川 

土佐くろしお鉄道 
（ごめん・なはり線） 

至高知 

至室戸 

55

493

【オオムカエ隧道】坑口には、川下からの順番を示す 
「Ⅲ」の刻印が現存。全長３７．６ｍ［地図①］ 

木材を運ぶ風景（昭和２４年） 

　 
実物の３分の２の大きさで復元された
森林鉄道に乗り、自然の中を約３００ｍ
走ることができます。 
 
○場　所 ： 馬路村馬路 
　　　　　馬路温泉前［地図⑤］ 
○運行日 ： 日、祝日 ８：３０～１６：００ 
○料　金 ： 大人３００円など 

【馬路森林鉄道】 

【小島橋】魚梁瀬森林鉄道遺産のなかで、最も規模の大きな橋。橋長１４３ｍ［地図⑨］ 

【釜ヶ谷桟道】石造アーチ橋。 
木造トラス橋として建造されたが、機関車 
の導入に伴い、昭和２年に単アーチ橋に 
架け替え。橋長１２．３ｍ［地図③］ 

【二股橋】無筋コンクリートで造られた橋としては我が国最大級で、日本が戦争のために、 
鉄材の使用を制限していた時代を反映する建造物。橋長４６．５ｍ［地図⑧］ 

【堀ヶ生橋】橋の中央には待避所が 
現存。橋長４６．９ｍ［地図⑦］ 

【法恩寺跨線橋】昭和６年頃の建造。 
地元では「アーチ橋」の呼び名で 
親しまれている［地図⑩］ 

魚梁瀬森林鉄道 

奈半利川線 

田野線 

石仙 

魚梁瀬 

釈迦ヶ生 
馬
路 

支線 
本線 

安田川線 

安田川 
奈半利川 

立岡 

「Ⅲ」の刻印 
 

奈半利貯木場 

田野貯木場 

北川村 

馬路村 

安田町 

田野町 
奈半利町 

◎魚梁瀬森林鉄道へのアクセス 
　【自動車】高知市内から国道５５号を
　室戸方面へ向かい、安田町から県道
　１２号、５４号を北上、または奈半利町
　から国道４９３号線を北上。 
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54

馬路村 

北川村 

奈半利町 

安田町 

田野町 

●赤字は近代化産業遺産 

立岡二号桟道 

た
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高
知
市
の
西
隣
、
土
佐
市
の
山
中

に
あ
る
第
　
番
札
所
「
清
瀧
寺
」。

本
堂
前
に
高
さ
　
ｍ
の
お
薬
師
さ
ま

が
立
ち
、
そ
の
足
元
に
は
「
胎
内
く

ぐ
り
」
の
小
さ
な
入
口
が
（
ａ
ｂ
）。

「
お
ん 

こ
ろ
こ
ろ 

せ
ん
だ
り 

ま
と

う
ぎ 
そ
わ
か
」
と
、
ご
真
言
　
を

唱
え
な
が
ら
、
真
っ
暗
な
お
薬
師

さ
ま
の
胎
内
を
く
ぐ
れ
ば
ご
利
益

が
あ
る
そ
う
。
旅
の
安
全
を
祈
っ
て
、

さ
あ
出
発
！ 

　
第
　
番
「
青
龍
寺
」
へ
の
道
中
で

は
、
宇
佐
大
橋
を
渡
る
が
、
か
つ
て

は
渡
し
船
し
か
な
か
っ
た
と
の
こ
と

（
ｃ
）。
こ
の
渡
し
船
、
弘
法
大
師
の

お
供
が
渡
し
守
と
し
て
、
子
孫

代
々
、
千
年
以
上
守
っ
て
き
た
の

だ
と
か
。
連
綿
と
続
く
お
遍
路
の
歴

史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
青
龍
寺

を
後
に
し
た
（
ｄ
）。 

  

　
さ
て
、
旅
に
欠
か
せ
な
い
の
が
美

味
し
い
食
べ
物
。
須
崎
市
の
「
鍋
焼

き
ラ
ー
メ
ン
」（
ｅ
）や
、
道
端
で
売
ら

れ
る
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」（
ｆ
）
な
ど

の
名
物
も
あ
る
が
、
高
知
と
い
え
ば
、

や
っ
ぱ
り
カ
ツ
オ
。
一
休
み
し
て
、
藁

焼
き
タ
タ
キ
を
体
験
し
て
み
る
。
カ

ツ
オ
は
今
朝
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り

で
、
新
鮮
そ
の
も
の
（
ｇ
）。
プ
ロ
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
て
一
匹
丸
ご
と
さ

ば
き
、
藁
で
豪
快
に
焼
く
（
ｈ
）。
そ

し
て
、
氷
水
で
締
め
た
カ
ツ
オ
を
一

口
大
に
切
っ
て
塩
を
振
り
、
手
の
平

で
た
た
き
味
を
な
じ
ま
せ
て
完
成
。

口
に
運
ぶ
と
、
藁
の
香
り
と
、
と
ろ
け

る
よ
う
な
カ
ツ
オ
の
旨
み
が
口
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
…
美
味
し
い
！
高
知

の
恵
み
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
た
。 

  

　
峠
を
越
え
、
辿
り
着
い
た
第
　

番
「
岩
本
寺
」
で
は
、
宿
坊
の
お
世

話
に
。
宿
坊
と
聞
く
と
、
利
用
し
づ

ら
い
印
象
も
あ
っ
た
が
、
私
の
よ
う

な
観
光
半
分
の
遍
路
で
も
快
く
泊
め

て
い
た
だ
け
た
。
翌
日
は
少
し
早
起

き
し
て
朝
の
お
勤
め
（
ｉ
）。
般
若

心
経
を
諳
ん
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
の
、
ご
住
職
の
読
経
に
合
わ
せ
、

声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
。
朝
の
静

寂
に
包
ま
れ
た
本
堂
で
響
き
渡
る
お

経
の
リ
ズ
ム
に
身
を
委
ね
て
い
る
と
、

だ
ん
だ
ん
不
思
議
な
心
境
に
。
う
ま

く
言
い
表
せ
な
い
が
、
仏
様
の
慈
悲

に
包
ま
れ
て
、
日
常
の
悩
み
も
小
さ

く
思
え
、
心
が
軽
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
直
後
、
後

進
の
遍
路
を
導
く
先
達
さ
ん
　
と
偶

然
巡
り
合
い
、
巡
拝
作
法
や
読
経
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
お

遍
路
の
本
質
に
触
れ
る
よ
う
な
、
ま

た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
（
ｊ
）。 

  

　
こ
こ
か
ら
次
の
札
所
ま
で
は
、
四

国
遍
路
の
な
か
で
最
長
、
約
１
０
０

㎞
の
道
の
り
だ
。
江
戸
時
代
の
灌
漑

用
の
水
車
を
復
元
し
た
安
並
水
車
の

里
（
ｋ
）、
四
万
十
川
に
架
か
る
赤

鉄
橋（
ｌ
）な
ど
を
見
な
が
ら
進
み
、

四
国
最
南
端
の
足
摺
岬
へ
。
岬
か
ら

目
と
鼻
の
先
に
あ
る
第
　
番
「
金
剛

福
寺
」
の
境
内
に
は
、
ビ
ロ
ウ
や
ツ

バ
キ
な
ど
亜
熱
帯
植
物
が
茂
り
、
南

国
ら
し
さ
が
漂
う
（
ｍ
）。
そ
の
後
、

黒
潮
洗
う
断
崖
絶
壁
の
足
摺
岬
を

横
目
に
、
半
島
を
逆
戻
り
し
て
次
の

札
所
へ
。
そ
し
て
、
つ
い
に
高
知
最

後
の
第
　
番
「
延
光
寺
」。
境
内
に

は
、
竜
宮
城
か
ら
梵
鐘
を
持
ち
帰

っ
た
と
い
う
伝
説
の
残
る
、
赤
亀
の

像
が
ち
ょ
こ
ん
と
座
る
（
ｎ
）。 

　
こ
う
し
て
、
高
知
の
霊
場
を
終
え

た
が
、
せ
っ
か
く
な
の
で
少
し
足
を

伸
ば
し
て
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
・

柏
島
で
気
分
転
換
。
周
囲
の
海
は
透

明
度
が
高
く
、
千
種
類
に
も
上
る
色

と
り
ど
り
の
魚
が
生
息
す
る
（
ｏ
）。

ま
た
、
樹
齢
３
５
０
年
の
ア
コ
ウ
樹

も
迫
力
満
点
（
ｐ
）。
最
後
は
、
紺

碧
の
大
海
原
に
そ
び
え
立
つ
、
観
音

さ
ま
に
そ
っ
く
り
な
観
音
岩
に

「
修
行
」
の
旅
の
無
事
を
感
謝
し
、

「
菩
提
」の
道
場
へ
と
向
か
っ
た（
ｑ
）。 

17 16

四国八十八箇所を 
旅する 
土佐の国～修行の道場 

　「世界遺産」への登録を目指す

四国八十八箇所は、「発心」（徳島）、

「修行」（高知）、「菩提」（愛媛）、「涅

槃」（香川）の四つの道場に分かれ

ており、各県の特色とも相俟って、

国内外を問わず多くの老若男女を

惹きつけている。「無理せず、楽しみ

ながらお遍路」をモットーに、今回

は自然豊かな

「修行」の道場、

高知の西半分

を巡った。 

修
行
の
道
場
は
、 

ま
た
少
し
自
分
を 

成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

修
行
の
道
場
の 

再
開
に
、 

胸
が
高
鳴
り
ま
す
。 

【高知編②】 

　 

た
だ
い
ま
、
高
知
！ 

 

　 

お
遍
路
の
本
質
!?
 

　
再
び
訪
れ
た
「
修
行
」
の
道
場
、

高
知
。
今
回
巡
る
の
は
、
海
山
川

と
自
然
の
恵
み
が
多
く
残
る
高
知

県
西
部
。
抜
け
る
よ
う
な
青
い
空
。

絶
好
の
遍
路
日
和
に
恵
ま
れ
、
修

行
の
旅
を
再
開
し
た
。 

ね 

はん 

おもいでめも♪ 

【カツオのぼり】 
高知では鯉のぼりも、
カツオにアレンジ!?

【見残し】＠土佐清水市 
竜串海岸から船で約２０分。
弘法大師も「見残し」たこ
とが名前の由来になった、
どことなくアートな奇岩群。 

【天井画】＠岩本寺  
本堂天井には、５７５枚もの
絵画が（i）。多くは花鳥風月
が描かれているが、中にはマ
リリン・モンローの絵も。 

　 

高
知
と
い
え
ば
… 

 

高知県 愛媛県 

徳島県 

34

36

38

37

39
土佐くろしお鉄道 

35

足摺岬 
（o、p、q） 

（l） 

（k） 

四万十川 

（e） 

JR土讃線 

JR予土線 

※１ 
 
 
※２ 

仏様の真なる言葉。内容もさることながら、
音が重要な意味を持つため、（和訳せず）
原文のまま発音する 
巡拝経験を積むことで、八十八箇所霊場会の
認定を受け、巡拝者を案内・指導できる者。
朱色の錫杖を与えられる 

300 

200 

100 

0

標高（m） 

3日目 4日目 6日目 5日目 7日目 

2日目 

1日目 2日目 

1日目 

歩き 

車 

←  

雪
蹊
寺 

33

8 
㎞ 

種
間
寺 

34

12 
㎞ 

清
瀧
寺 

35

15 
㎞ 

青
龍
寺 

36

60 
㎞ 

岩
本
寺 

37

95 
㎞ 

延
光
寺 

39

30 
㎞ 

金
剛
福
寺 

38

←  

60 
㎞ 

←  ←  ←  ←  ←  ←  

　 

「
修
行
」を
終
え
、「
菩
提
」へ 

（c） 

※１ 

３５ 

き
よ 

た
き
　
じ 

１５ 
し
ょ
う
り
ゅ
う
じ 

３６ い
わ
も
と  

じ 

３７ 

※２ 

せ
ん 

だ
つ 

え
ん 

こ
う  

じ 

３８ 

３９ 

や
す
な
み 

こ
ん 

ご
う 

ふ
く  

じ 



「
歴
史
・
文
化
道
」
と
は
、四
国
の
各
地
域
に
お
い
て
、歴
史
的
文
化
遺
産

を
結
ぶ
道
路
網
な
ど
を
整
備
し
、誰
も
が
価
値
あ
る
歴
史
文
化
に
容
易

に
触
れ
親
し
め
る
環
境
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
、官
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、11
の
モ
デ
ル
地
域
が
あ
り
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
先 

歴
史
・
文
化
道
推
進
協
議
会（
四
国
経
済
連
合
会
内
） 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
７
‐
８
５
１
‐
６
０
３
２ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス  h

ttp
://w

w
w
.n
etw
av
e.or.jp

/rek
ish
i/

1819

語
り
部
と
歩
く
歴
史
文
化
道 

し
ま
な
み
海
道
沿
い
の
歴
史
文
化
遺
産
を
巡
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
芸
予
諸
島
歴
史
文
化
道
） 

※
鶴
姫
伝
説
／
鶴
姫
は
大
山
　
神
社
の
神
官

の
娘
。
当
時
、大
三
島
は
中
国
地
方
・
大
内
氏
の

侵
攻
を
受
け
、鶴
姫
は
恋
人
と
と
も
に
、伊
予
の

豪
族
・
河
野
氏
の
軍
勢
に
加
わ
り
抗
戦
す
る
も
、

恋
人
は
あ
え
な
く
戦
死
。
そ
の
後
、鶴
姫
側
は
、

敵
の
不
意
を
突
い
た
反
撃
で
辛
く
も
撃
退
。

し
か
し
、
悲
し
み
に
く
れ
る
鶴
姫
は
、
恋
人
を

追
っ
て
自
ら
命
を
断
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

　
瀬
戸
内
の
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、巧
み
な
海
戦
術
で
戦
国
時
代
に

活
躍
し
た
村
上
水
軍
の
本
拠
地「
芸
予
諸
島
」。そ
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る

国
宝
の
島「
大
三
島
」と
、こ
の
海
域
を
押
さ
え
る
た
め
、築
城
の
名
手
・
藤
堂

高
虎
が
江
戸
初
期
に
築
い
た「
今
治
城
」を
語
り
部
と
と
も
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
愛
媛
県
最
北
に
位
置
す
る
大
三
島

は
、
そ
の
中
心
に
あ
る
大
山
　
神
社

に
因
ん
で
、
か
つ
て
は
「
神
の
島
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近

で
は
、
神
社
に
多
く
の
国
宝
級
の
武

具
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
国

宝
の
島
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「
大
山
　
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る

大
山
積
大
神
は
古
代
よ
り
地
の
神
、

海
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
平
安
時

代
に
は
朝
廷
か
ら
国
土
全
体
を
守
護

す
る
「
日
本
総
鎮
守
」
の
号
を
い
た

だ
い
た
ん
で
す
よ
。」
と
教
え
て
く

れ
た
の
は
、
語
り
部
の
菅
さ
ん
。「
武

人
の
神
と
し
て
も
有
名
で
、
芸
予
諸

島
を
根
拠
と
し
て
い
た
村
上
水
軍
だ

け
で
な
く
、
源
氏
や
平
家
を
は
じ
め

多
く
の
武
将
が
武
運
を
祈
っ
て
、
刀

剣
・
甲
冑
な
ど
を
奉
納
し
た
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
源
頼
朝
・
義
経
の
鎧
や
、

武
蔵
坊
弁
慶
の
薙
刀
、
珍
し
い
も
の

で
は
、
瀬
戸
内
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
と
称
さ
れ
る
鶴
姫
※
が
着
用
し
て

い
た
日
本

唯
一
の
女

性
用
胴
丸

な
ど
が
あ

り
、
国

宝
・
重
要

文
化
財
の

指
定
を
受

け
た
武
具

類
の
収
蔵

数
で
は
日

本
一
だ
と

言
わ
れ
て

い
ま
す
。」

と
の
こ
と
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
武
具
は
境
内
の

宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
姿
を
残
す
本
物
の
刀
剣
や
甲
冑
が

醸
し
出
す
迫
力
を
、
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

        　
ま
た
、
大
山
　
神
社
は
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
　
本
も
の

楠
群
が
境
内
に
あ
る
こ
と
で
も
有
名

で
す
。
そ
の
中
で
も
圧
倒
的
な
存
在

感
を
誇
る
、
神
門
前
の
大
楠
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
こ

れ
は
大
三
島
に
大
山
積
大
神
を
祀
っ

た
乎
千
命
に
よ
る
御
手
植
の
楠
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢
は
２
６
０
０

年
、
古
来
よ
り
御
神
木
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

中
期
・
享
保
６
年
（
１
７
２
１
年
）
の

洪
水
に
よ
り
、一
度
は
枯
れ
つ
つ
あ
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
大
楠

の
根
本
周
辺
か
ら
新
芽
が
息
吹
き
、

枯
れ
ゆ
く
大
楠
を
支
え
る
か
の
よ
う

に
巻
き
つ
き
、
こ
の
よ
う
に
成
長
し
た

の
で
す
。」
大
楠
を
実
際
に
目
の
当
た

り
に
す
る
と
、
古
木
と
若
木
が
渾
然

一
体
と
な
っ
て
青
々
と
葉
を
茂
ら
せ

る
様
子
は
、
生
命
力
に
溢
れ
、
得
も

言
わ
れ
ぬ
神
秘
的
な
光
景
で
し
た
。 

　
今
治
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
今
治

城
。
天
下
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
徳

川
家
康
が
、
海
上
交
通
、
軍
事
の
要

衝
で
あ
る
来
島
海
峡
の
守
り
を
固
め

る
た
め
、
江
戸
城
改
築
に
携
わ
る
な

ど
、
築
城
の
名
手
と
の
誉
れ
高
い
藤

堂
高
虎
に
命
じ
て
築
か
せ
た
城
で
す
。 

　
高
虎
は
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
へ
と
、

何
度
も
主
君
を
変
え
な
が
ら
戦
国
乱

世
を
生
き
抜
き
、
苦
心
の
末
、
こ
の

地
に
２
０
万
石
を
領
し
た
そ
う
で
、

「
今
治
と
い
う
地
名
は
、
高
虎
公
が

こ
の
地
を
『
今
か
ら
治
め
る
』
と
い

う
気
概
を
込
め
て
、
命
名
し
た
ん
で

す
よ
。」
と
は
、
語
り
部
の
白
石
さ
ん
。 

　「
こ
の
今
治
城
は
、
香
川
県
の
高

松
城
な
ど
と
と
も
に
、
日
本
三
大
水

城
と
し
て
有
名
で
す
。
現
在
は
内
堀

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
は

三
重
の
堀
に
海
水
を
引
き
入
れ
た
造

り
に
な
っ
て
お
り
、
船
が
海
か
ら
直

接
城
に
入
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、

海
上
交
通
の
発
達
し
た
今
治
ら
し
い

城
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昔

の
姿
を
今
に
残
す
石
垣
は
、
築
城
当

時
と
し
て
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

高
さ
を
誇
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。」

「
石
垣
に
関
し
て
は
、
面
白
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
高
虎
公
の
家
臣

が
大
量
の
石
を
短
期
間
に
集
め
る
た

め
に
一
計
を
案
じ
、『
石
と
米
を
交

換
す
る
』
と
の
御
触
れ
を
出
し
て
、

農
民
や
漁
民
た
ち
が
進
ん
で
大
き
な

石
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
く
る
よ
う
仕

向
け
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
石
が

あ
る
程
度
集
ま
っ
た
時
点
で
交
換
を

打
ち
切
る
と
、
運
ん
で
き
た
人
た
ち

は
が
っ
か
り
し
て
石
を
捨
て
て
帰
っ

た
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
は
捨
て
ら

れ
た
石
も
集
め
て
、
石
垣
に
使
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。」 

　
城
内
へ
入
る
と
、
眼
に
飛
び
込
ん

で
く
る
の
が
天
守
閣
。「
現
在
の
天

守
閣
は
昭
和
　
年
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
築
城
当
時
の
天
守
は
日

本
初
の
層
塔
型
※
を
採
用
し
た
も
の

で
、
そ
の
後
の
主
流
と
な
り
ま
し
た
。

完
成
後
間
も
な
く
、
高
虎
公
は
伊
賀

国
（
現
在
の
三
重
県
）
へ
転
封
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
時
、
大

坂
近
辺
の
豊
臣
勢
を
牽

制
す
る
た
め
に
修
築
さ

れ
て
い
た
丹
波
亀
山
城

（
京
都
府
亀
岡
市
）
に

今
治
城
の
天
守
を
移
築

し
、
家
康
へ
の
忠
誠
の

証
に
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。」 

結び 

　
　
　
　
　
大
三
島
を
後
に
し
、次

　
　
　
　
の
目
的
地
で
あ
る
今
治
城

に
向
か
う
道
中
に
も
、多
く
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 【村上水軍博物館】村上水軍

の活躍や海賊の暮らしの様子な
どが、わかりやすく紹介されている。 

【亀老山展望台】大島の亀老山
展望台からは、来島海峡大橋や
芸予諸島の島々が一望できる。
しまなみ名物の塩アイスも美味。 

見所 

【海鮮焼】瀬戸内の新鮮な海の
幸を七輪で焼く。激しい潮流で育
った鯛や貝類は最高に美味しい。 

【潮流体験】来島海峡や宮窪瀬
戸では、観潮船に乗って潮流体
験ができる。潮流の激しさは想像
以上。 

菅 計広さん「御島ガイドの会」 
連絡先：0897-82-0002 
案内料：無料 

※
層
塔
型
天
守
／

寺
院
の
五
重
塔
の
よ

う
に
、
下
層
か
ら
上

層
ま
で
が
一
体
的
構

造
と
な
っ
た
天
守
。

下
層
部
の
屋
根
の
上

に
、別
構
造
の
上
層

部
を
乗
せ
て
つ
く
る

従
来
の
望
楼
型
と

比
べ
る
と
、工
期
の

短
縮
化
、防
備
機
能

の
向
上
な
ど
が
図
れ

る
。
な
お
、現
在
の
今

治
城
天
守
は
望
楼

型
で
再
建
さ
れ
て
お

り
、
高
虎
の
天
守
と

は
異
な
る
。
 

白石 ヤエ子さん「今治地方観光ボランティアガイド」 
連絡先：0898-22-0909  http: //www.oideya.gr.jp/index.htm 
案内料：無料（ただし、ガイドの交通費等を負担頂く場合があります） 

　
　
今
冬
、全
３
部
の
完
結
を
迎
え
 

　
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
坂
の
上
の
雲
」。

主
人
公
・
秋
山
兄
弟
の
先
祖
は
村
上

水
軍
と
関
係
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、海

軍
参
謀
・
真
之
は
村
上
水
軍
の
海
戦

兵
法
を
研
究
し
、
日
露
戦
争
で
の

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
と
の
戦
い
に
活

か
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

往
時
の
村
上
水
軍
の
活
躍
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、し
ま
な
み
海
道
が

繋
ぐ
歴
史
文
化
遺
産
を
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

大山　神社境内 神門前の大楠 

大三島 
おおみしま 

今治城 
いまばりじょう 

今治城天守閣から芸予諸島を望む 今治城天守閣から芸予諸島を望む 

高虎公像と再建された天守閣 

今治城の石垣 

今治城 

大山　神社  宝物館 

今治駅 

◎瀬戸内しまなみ海道 

今治湯ノ浦IC

今治小松 
自動車道 

今治IC

広島県  

愛媛県 

JR予
讃
線
 

大三島 

今治城 

大島 

伯方島 

生口島 

来島海峡大橋 
村上水軍博物館 

海鮮焼 
亀老山展望台 

潮流体験（来島海峡） 

大山　神社 

芸予諸島 

317

196

大三島IC

因島 

向島 

潮流体験（宮窪瀬戸） 

N

お
お 

や
ま 

づ
み 

じ
ん 

じ
ゃ 

, ３８ 

５５ 

お
お 

や
ま
づ
み
の 

お
お  

か
み 

お   

ち
の
み
こ
と 



南水研の研究風景 

　
宇
和
海
に
面
す
る
南
予
地
域
は
、
穏

や
か
で
水
深
の
深
い
リ
ア
ス
式
海
岸
に

恵
ま
れ
、
マ
ダ
イ
、
ハ
マ
チ
、
真
珠
母

貝
等
の
全
国
屈
指
の
養
殖
基
地
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
価
な
水
産
物
の
輸
入
や
消

費
者
の
魚
離
れ
な
ど
か
ら
魚
価
が
低

迷
、
宇
和
海
の
養
殖
業
は
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
た
。 

　
そ
う
し
た
な
か
、
地
元
か
ら
要
請
を

受
け
、
平
成
　
年
、
愛
媛
大
学
南
予
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
南
水
研
）

が
設
立
さ
れ
た
。
地
域
振
興
と
い
う
待

っ
た
な
し
の
課
題
を
前
に
、「
い
い
も
の

を
作
れ
ば
売
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
売
る

た
め
の
仕
組
み
を
合
わ
せ
て
作
る
こ
と

が
重
要
。」
と
話
す
の
は
、
南
水
研
セ
ン

タ
ー
長
の
山
内
晧
平
教
授
。
北
海
道
大

学
水
産
学
部
長
を
歴
任
、
函
館
で
産
学

官
連
携
に
よ
り
水
産
業
を
活
性
化
に
導

い
た
実
績
も
あ
り
、
愛
媛
大
学
長
の
肝

い
り
で
招
き
入
れ
た
人
物
で
あ
る
。 

　
南
水
研
は
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の

文
理
融
合
型
の
研
究
体
制
を
組
む
。

短
期
的
に
は
最
先
端
の
養
殖
技
術
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
中
長
期
的
に
は

生
産
か
ら
加
工
、
流
通
、
販
売
に
至
る

ま
で
の
総
合
養
殖
モ
デ
ル
を
構
築
、

マ
リ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域

振
興
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、

山
内
教
授
を
研
究
統
括
に
、
県
や
え
ひ

め
産
業
振
興
財
団
な
ど
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
文
部
科
学
省
の
「
都
市
エ
リ
ア
産

学
官
連
携
促
進
事
業
」
に
参
画
し
、
地

域
の
水
産
業
が
抱
え
る
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

           

　
ま
ず
、
全
国
有
数
の
シ
ェ
ア
を
持
つ

真
珠
養
殖
に
つ
い
て
は
、
温
暖
化
を
逆

手
に
と
り
、
高
付
加
価
値
真
珠
の
養
殖

技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
。
従
来
、
ア

コ
ヤ
真
珠
養
殖
は
、
宇
和
海
で
の
主
力

産
業
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
外
国
産
な
ど

に
押
さ
れ
低
迷
。
そ
こ
で
目
を
着
け
た

の
が
、
昨
今
の
温
暖
化
に
よ
り
生
息
域

が
北
上
し
て
い
た
黒
蝶
貝
な
ど
の
南
洋

真
珠
貝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貝
に
よ
る

生
産
技
術
の
確
立
を
目
指
す
一
方
で
、

南
洋
真
珠
を
ア
コ
ヤ
貝
に
育
て
さ
せ
、

今
ま
で
に
な
い
色
・
光
沢
の
真
珠
を
生

み
出
す
研
究
に
着
手
。
異
種
の
体
組
織

に
対
す
る
拒
絶
反
応
を
抑
え
、
高
確
率

で
ア
コ
ヤ
貝
を
母
貝
と
し
た
南
洋
真
珠

を
生
産
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
特
許
も

取
得
し
た
。
近
い
将
来
、
宇
和
海
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
真
珠
を
出
荷
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。 

   

　
同
事
業
の
な
か
で
も
、
特
に
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、
南
水
研
や
愛
媛
県
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い

る
高
級
魚
マ
ハ
タ
で
の
高
度
管
理
型
魚

類
養
殖
技
術
の
開
発
で
あ
る
。
マ
ハ
タ
は

ク
エ
と
同
類
の
高
級
魚
で
、
経
済
力
を

つ
け
て
き
た
中
国
な
ど
で
人
気
の
魚
だ
。 

　
す
で
に
、
マ
ハ
タ
の
養
殖
は
国
内
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
夏
場
に
は
水
温
上

昇
な
ど
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
疾
病
が
発
生

し
や
す
く
、
安
定
的
な
生
産
が
難
し
い
。

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
中
底
層
の
低

水
温
環
境
で
の
飼
育
が
必
要
だ
と
突
き

止
め
、
水
温
等
の
状
況
に
応
じ
た
最
適

な
水
深
へ
昇
降
で
き
る
生
簀
を
製
作
、

実
験
を
開
始
し
た
。 

　
運
用
面
で
の
課
題
は
大
き
く
二
つ
。

一
つ
は
、
生
簀
上
昇
時
に
起
こ
る
大
量

死
。
こ
れ
は
、
人
間
の
潜
水
病
と
同
様
、

水
圧
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
も
の
と
解

明
し
、
数
日
間
隔
で
段
階
的
に
上
昇
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
水
圧
変
化
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
方
法
を
確
立
し
た
。 

　
も
う
一
つ
は
、
水
深
約
　
ｍ
、
中
底

層
で
の
効
率
的
給
餌
方
法
の
確
立
。
現

在
は
海
上
か
ら
生
簀
に
つ
な
が
る
パ
イ

プ
を
通
し
て
、
手
作
業
で
餌
を
与
え
て

い
る
が
、
餌
の
ロ
ス
が
避
け
ら
れ
ず
、

手
間
も
か
か
る
。
そ
こ
で
、
現
在
、
実

証
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
自
発

給
餌
装
置
で
あ
る
。
生
簀
内
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
ー
を
魚
が
つ
つ
く
こ
と
に
よ
り
、

自
動
的
に
餌
が
投
入
さ
れ
る
。
こ
れ
を

魚
が
学
習
し
、
必
要
な
時
に
必
要
な
量

を
給
餌
で
き
る
も
の
で
、
表
層
で
の
試

験
に
は
成
功
し
た
が
、
中
底
層
で
は
、

セ
ン
サ
ー
の
反
応
か
ら
餌
が
届
く
ま
で

に
時
間
差
が
生
じ
る
た
め
、
魚
の
反
応

が
鈍
い
。
ま
ず
は
表
層
で
、
時
間
差
を

徐
々
に
拡
大
し
、
魚
に
慣
れ
さ
せ
る
よ

う
試
行
錯
誤
を
続
け
て
お
り
、
実
用
化

の
目
途
が
立
ち
つ
つ
あ
る
。 

　
こ
の
実
験
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
発
症

率
の
抑
制
が
見
込
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

本
来
の
生
息
域
の
環
境
に
近
づ
け
る
こ

と
で
餌
の
食

い
が
よ
く
な

り
、
顕
著
な

成
長
促
進
効

果
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

た
。
通
常
３
年

程
度
か
か
る
養

殖
期
間
の
大
幅
短
縮
が
見
え
て
き
た
。 

　
そ
し
て
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
生

産
流
通
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、

一
般
的
な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
に

加
え
、
近
赤
外
線
に
よ
り
計
測
し
た
脂

肪
量
に
基
づ
く
美
味
し
さ
な
ど
の
品
質

情
報
の
開
示
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
級
魚
で
あ
る
だ
け
に
、
安
全
面
や
鮮

度
だ
け
で
な
く
、
味
覚
に
つ
い
て
も
保

証
し
、
購
入
を
後
押
し
す
る
考
え
だ
。 

  

　
南
水
研
で
は
、
そ
の
他
に
も
、
魚
の

成
長
を
促
進
す
る
高
機
能
飼
料
や
、
魚

の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
物
質
の
開
発

な
ど
、
有
望
視
さ
れ
る
研
究
を
進
め
て

い
る
が
、
山
内
教
授
が
掲
げ
る
構
想
は

さ
ら
に
壮
大
。「
現
在
は
生
産
技
術
の
開

発
を
中
心
と
し
た
土
台
づ
く
り
の
段
階

だ
が
、
将
来
的
に
は
、
水
産
業
を
、
生

産
者
が
食
品
加
工
や
販
売
と
い
っ
た
二

次
・
三
次
産
業
に
も
携
わ
る
六
次
産
業

と
し
て
確
立
、
地
域
の
振
興
を
実
現
す
る
。

販
売
先
は
市
場
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
日

本
に
留
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
、
世
界
へ
。

こ
の
宇
和
海
か
ら
、
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
マ
リ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し

て
ゆ
き
た
い
。」
と
熱
く
語
る
。 
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宇
和
海
発
、 

日
本
の
養
殖
漁
業
の
変
革
に
挑
む 

地
域
の
養
殖
漁
業
復
活
へ
の
道
筋 

愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構
教
授
・
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

北
海
道
大
学
名
誉
教
授 

山
内  

晧
平 

南
洋
真
珠
貝
を
使
っ
た
真
珠
養
殖
の 

高
付
加
価
値
化 

幻
の
高
級
魚
「
マ
ハ
タ
」
の 

養
殖
技
術
の
確
立 

や
ま
　
　
う
ち
　
　
　
　 

こ
う
　
　
へ
い 

水深可変型養殖生産システム 

生簀昇降用 
コンプレッサー 

自動給餌 
システム 

３０m 
以深 

自動給餌センサー 

0 1 2 3 4 5 6 7

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0

従来法 ソックスレー抽出法値（％） 

マハタ脂肪含有量推定検量式 Ver.２ 

肉質 
Good！！ 

肉質 
Bad！ 

出荷保留 
養殖方法を改善し 
肉質が向上して 
から出荷 

生
産
計
画
立
案
機
能 

生

産

者

 

魚品質評価装置 

近赤外線を照射して 
瞬時に脂肪量を測定 

生産流通情報管理システム 

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
情
報 

消

費

者

 

今
後
の
展
開
・
構
想 

９００ 

７００ 

５００ 

３００ 

１００ 
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ （月） 

上層飼育 
中低層飼育 

飼育魚の魚体重の推移 （g） 

海
面
養
殖
漁
業
で 

日
本
有
数
の
生
産
額
を
誇
る
、愛
媛
県
南
部
の
宇
和
海
沿
岸
。 

し
か
し
、安
価
な
輸
入
品
な
ど
に
押
さ
れ
魚
価
が 

低
迷
す
る
な
ど
、漁
業
不
振
が
続
い
て
い
る
。 

こ
う
し
た
な
か
、愛
媛
大
学
で
は
現
地
に 

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、外
部
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
、 

地
域
一
体
と
な
っ
て
マ
リ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
水
産
業
革
命
）
を 

巻
き
起
こ
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。 

山内 晧平 氏 

“ 

” 

近
赤
外
線
分
析
推
定
値（
％
） 

２０ 

３０ 



徳
島
市 

松山市 

高知市 

高松市 

岡山市 
広島市 

神戸市 

西予市 
中土佐町 

  

　
当
社
は
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）、
京

都
で
の
創
業
以
来
、
一
貫
し
て
め
っ
き

加
工
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
「
北
村
の
め
っ
き
は
錆
び
な
い
」

と
技
術
力
に
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

し
た
が
、
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

　
年
（
１
９
５
７
）、
自
衛
隊
機
の
国
産

化
を
目
指
す
防
衛
庁
（
当
時
）
の
認
定

工
場
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

後
に
電
子
部
品
を
扱
う
上
で
必
須
と
な

る
高
度
な
品
質
管
理
技
術
を
獲
得
し
ま

し
た
。 

　
昭
和
　
年
（
１
９
７
５
）
に
は
、
当

時
、
半
導
体
の
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
の
全

面
に
金
・
銀
の
め
っ
き
を
施
し
て
い
た

も
の
を
、
必
要
部
分
の
み
に
限
定
す
る

「
部
分
め
っ
き
」
技
術
を
確
立
し
、
コ
ス

ト
の
大
幅
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
を
従
来
の

短
冊
状
で
は
な
く
、
フ
ー
プ
（
帯
）
状

の
ま
ま
め
っ
き
す
る
画
期
的
な
生
産
方

法
を
開
発
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
状
の
製

品
を
連
続
的
に
め
っ
き
し
、
安
定
し
た

品
質
と
低
コ
ス
ト
を
確
立
す
る
も
の
で
、

半
導
体
・
電
子
部
品
の
め
っ
き
加
工
で

他
を
圧
倒
す
る
強
み
と
な
り
、
以
来
、

当
社
の
主
力
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
内
５
カ
所
と
マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
に
工
場
が
あ
り
、
徳
島
工
場
が

８
カ
所
目
に
な
り
ま
す
。 

   

　
徳
島
工
場
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
半
導

体
向
け
の
め
っ
き
加
工
を
し
ま
す
。
京

都
本
社
工
場
の
フ
ー
プ
め
っ
き
ラ
イ
ン

が
　
ｍ
で
あ
る
の
に
対
し
、
倍
の
　
ｍ

と
し
、
加
工
速
度
の
向
上
と
ロ
ス
の
低

減
を
図
り
、
量
産
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
モ
デ
ル
工
場
と
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
工
場
か
ら
排
水
を
一
切
出
さ

な
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
環

境
対
策
も
万
全
で
す
。 

    

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
半
導
体
向
け
め
っ
き
事

業
を
拡
大
す
る
た
め
、
岡
山
、
神
戸
周

辺
で
用
地
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
　

年
（
２
０
１
０
）、
徳
島
県
大
阪
事
務
所

か
ら
の
声
掛
け
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
徳
島
県
内
企
業
と
の
取
引
も
あ

り
、
西
長
峰
工
業
団
地
の
土
地
が
分
譲

で
は
な
く
リ
ー
ス
契
約
が
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
、
県
内
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
企
業
が

集
積
し
て
お
り
取
引
企
業
も
あ
る
こ

と
、
徳
島
自
動
車
道
の
脇
町
Ｉ
Ｃ
に

隣
接
し
、
交
通
が
至
便
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。 

   

　
や
は
り
地
元
で
優
秀
な
人
材
を
採
用

で
き
る
こ
と
で
す
。
こ
の
３
月
に
は
、

貞
光
、
鳴
門
な
ど
の
工
業
高
校
か
ら
６

名
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
レ

ベ
ル
が
高
く
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
の
自
治
体
の
皆
さ
ま
か
ら
様
々
な

ご
配
慮
を
頂
い
て
お
り
、
非
常
に
あ
り

が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

   

　
コ
ス
ト
と
の
見
合
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、

海
外
生
産
は
技
術
流
出
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
国
内
で
の
モ
ノ
づ
く
り
に
で

き
る
だ
け
こ
だ
わ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
徳
島
工
場
は
当
初
　
名
程
度
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
、
金
属
以
外
の
製
品
に

も
め
っ
き
を
施
す
需
要
が
出
て
き
て
い

る
の
で
、
業
容
拡
大
の
た
め
に
も
、
研

究
開
発
に
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

メ
テ
ッ
ク
北
村
㈱ 

23 22

御
社
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、 

お
教
え
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

実
際
、徳
島
県
に
立
地
を
決
定
し
て 

良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。 

Ｑ 

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

徳
島
県
へ
の
立
地
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

徳
島
工
場
の
生
産
品
目
、 

特
徴
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

徳
島
県
へ
の
立
地
を 

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
、 

そ
の
決
め
手
は
何
で
す
か
。 

Ｑ 

徳島工場 

ソ
フ
ト
パ
ー
ク
・
い
た
の
（
徳
島
県
板
野
町
） 

板 野 町  

・用地取得助成金 
　  土地取得後、３年以内に建設を着手することを 
　  条件に、操業開始後１年を経過した 
　  次の会計年度から、３カ年に分割し交付 
　  （第１区画 総額２,５００万円、第４区画 総額１,７００万円） 
・新規地元雇用奨励金 
　  新規地元雇用者１人につき年額１５０万円、 
　  ５カ年を限度に毎年交付する。 
　  ただし、一工場あたり１,５００万円を上限とする 
  上記以外にも、融資や税制などで優遇措置あり 

徳 島 県  

・設備投資への補助金 
　  工場や機械設備などの投下固定資産額の 
　  一定割合（５～２０％）、最高限度額１５億円を交付 
・新規地元雇用への補助金 
　  新規地元雇用者数×（４０又は７０万円） 
　  限度額６,０００万円を交付 
  などのほか、融資や税制などの優遇措置あり 

●徳島県および板野町の主な企業進出支援策 

　
板
野
町
は
徳
島
県
の
北
東
部
、
本
四
連
絡
橋 

神
戸
〜
鳴
門
ル
ー
ト
の
四
国
側
の
起
点
で
あ
る
鳴
門
市
の
西
隣

に
位
置
す
る
。
古
く
か
ら
本
州
・
淡
路
島
と
四
国
各
地
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か

け
て
は
、
主
に
衣
料
の
染
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
藍
の
一
大
産
地
と
し
て
繁
栄
し
た
歴
史
を
持
つ
。 

　「
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
・
い
た
の
」
は
板
野
町
が
整
備
し
た
工
業
用
地
で
、
四
国
横
断

自
動
車
道 
板
野
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
四
国
縦
貫
自
動
車
道 

藍
住
Ｉ
Ｃ
に
近
く
、
神
戸
、

大
阪
な
ど
の
関
西
方
面
は
も
と
よ
り
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
な
ど
四
国
他
県
へ
も

ス
ム
ー
ズ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
ま
た
、
東
京
・
福
岡
と
県
都
徳
島
市
を
空
路
で

結
ぶ
「
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
」
ま
で
は
　
㎞
と
、
交
通
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
。 

　
す
で
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
企
業
が
１
社
進
出
済
み
で
、
さ
ら
に
機
械
メ
ー
カ

ー
が
１
社
進
出
を
決
め
て
お
り
、
残
る
分
譲
面
積
は
計
　
　
で
あ
る
。
徳
島
県
北

東
部
に
は
、
地
元
の
大
手
医
薬
品
企
業
の
主
力
工
場
や
、
近
年
需
要
が
急
拡
大
し

て
い
る
二
次
電
池
の
量
産
工
場
が
立
地
す
る
な
ど
、
同
県
有
数
の
工
業
地
帯
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
徳
島
県
や
板
野
町
で
は
、

進
出
企
業
に
対
し
て
補
助
金
や
雇
用
奨
励
金
等
を
交
付
す
る
な
ど
、
企
業
立
地
支

援
制
度
も
充
実
し
て
お
り
、
な
か
で
も
徳
島
県
が
力
を
入
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連

企
業
の
進
出
に
は
特
に
手
厚
い
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。 

本社 総務部長  松原 健一 氏 

交 通  

［道路］四国横断自動車道（高松自動車道）板野ICまで１.５km 
　　　四国縦貫自動車道（徳島自動車道）藍住ICまで３km 
［鉄道］JR板野駅まで１.５km 
［空港］徳島阿波おどり空港まで１５km

所 在 地  徳島県板野郡板野町犬伏 

事 業 主 体  板野町 

分 譲 面 積  計３.０ha（第１区画１.８ha、第４区画１.２ha） 

分 譲 価 格  １３,０００～１３,５００円/㎡ 

●「ソフトパーク・いたの」の概要 

支援策の適用には一定要件を満たす必要があり、詳細は下記まで 
お問い合わせください。 

（注） 

西条市 

凡　例 
高速道路の開通区間 

　　　　建設中・計画区間 〃 

今治市 

　
こ
の
ほ
ど
徳
島
県
阿
波
市
の
西
長
峰
工
業
団
地
に
進
出
し
た

メ
テ
ッ
ク
北
村
㈱
（
本
社

京
都
市
）
。
同
社
は
最
先
端
の
め
っ
き

加
工
技
術
を
持
つ
企
業
と
し
て
知
ら
れ
、現
在
、約
　
億
円
を
投
じ
て

徳
島
工
場
を
建
設
中
、平
成
　
年
１
月
の
本
格
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。 

◎徳島県の工業用地の情報  
　徳島県商工労働部産業立地課  TEL.088-621-2155 
　ホームページ http: //www.onlyone-tokushima.jp/1/1.php

●お問い合わせ先 
徳島県商工労働部産業立地課  TEL.088-621-2155 
板野町産業課  TEL.088-672-5994

立地希望業種 製造業、ＬＥＤ関連産業、ソフトウェア、情報処理、研究開発など 

JR鳴
門線 

徳島阿波 
おどり空港 

11

吉野川 

鳴門IC

藍住IC

板
野
IC
 

徳島IC

28

192
JR徳島線 

徳島駅 

鳴門駅 

板東駅 

板野駅 

ソフトパーク・いたの 

N

JR高徳線 

N

進 出 済  

進 出 済  

1.2ha
1.8ha

阿波市 

従来からある短冊めっき（右）と 
メテック北村㈱が開発した 
フープめっき（左） 

１５ 

３２ 

１０ 

３.０ 
ｈａ 

：
 

２４ 

５０ 

４０ 

８０ 

２２ 

１５ 



 

四
国
厨
房
器
製
造
㈱
（
香
川
県
高
松
市
） 

◆
お
客
さ
ま
の
声
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
応
え
る
も
の
づ
く
り 

　
讃
岐
う
ど
ん
の
本
場
、
香
川
県
の
県
都
高
松

市
に
本
社
を
置
く
四
国
厨
房
器
製
造
㈱
。
同
社
は
、

昭
和
　
年
の
創
業
以
来
、
学
校
や
病
院
、
外
食

産
業
な
ど
の
厨
房
設
備
を
手
掛
け
、「
お
客
さ
ま
が

欲
し
い
と
思
う
も
の
を
創
造
し
、
提
案
・
製
作
・

フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
」
を
使
命
と
考
え
、
大
手
全

国
メ
ー
カ
ー
の
手
が
行
き
届
か
な
い
、
顧
客
の
細

か
い
ニ
ー
ズ
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
応
え
て
き
た
。 

　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
障
が
い
者
が
中
心
と
な

っ
て
働
く
食
品
工
場
へ
の
調
理
機
器
の
設
置
。

障
が
い
者
が
機
器
を
使
用
す
る
際
に
、「
油
が
は

ね
る
の
が
怖
く
、
材
料
を
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
入
れ

ら
れ
な
い
」、「
う
ど
ん
練
り
機
に
巻
き
込
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
、
次
々
浮
か
び
上
が

る
課
題
に
対
し
、
何
度
も
現
場
に
出
向
き
、
機

器
の
改
良
を
重
ね
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
後
押
し
し
た
。 

　
そ
し
て
、
今
年
、
同
社
が
開
発
し
た
の
が
、

業
界
初
、
遠
赤
外
線
カ
ー
ボ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
採

用
し
た
電
気
式
ゆ
で
麺
機
で
あ
る
。
従
来
の
ゆ

で
麺
機
は
、
熱
源
部
分
の
耐
用
期
間
が
短
く
、

コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
が
課
題
だ
っ
た
。

こ
の
解
決
を
、
地
元
の
多
く
の
う
ど
ん
店
な
ど

か
ら
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
、
開
発
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。 

　
目
を
着
け
た
の
が
、
遠
赤
外
線
カ
ー
ボ
ン
ヒ
ー

タ
ー
。
こ
れ
は
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
状
の
炭
素
繊
維

を
石
英
ガ
ラ
ス
管
に
封
入
し
た
も
の
で
、
ゆ
で

汁
に
よ
る
金
属
腐
食
を
防
ぎ
、
耐
用
期
間
を
大

幅
に
延
ば
す
効
果
が
見
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、

遠
赤
外
線
効
果
で
美
味
し
さ
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
釜
か
ら
の
排
熱
が
ほ
と
ん
ど

出
な
い
た
め
、
厨
房
の
給
排
気
設
備
の
軽
減
、

快
適
な
調
理
環
境
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。 

　
し
か
し
、
開
発
は
難
航
。
釜
の
内
側
に
取
り

付
け
た
ヒ
ー
タ
ー
の
ガ
ラ
ス
管
が
加
熱
時
に
割

れ
て
し
ま
う
の
だ
。
主
な
原
因
は
二
つ
。
一
つ

は
釜
が
熱
に
よ
り
膨
張
し
、
ヒ
ー
タ
ー
が
引
っ

張
ら
れ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
ヒ
ー
タ
ー
自

体
が
通
電
時
に
振
動
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

　
厨
房
機
器
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
安
全
は
最

優
先
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
こ
の
課
題
を
克
服

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
釜
と
ヒ
ー

タ
ー
の
接
続
部
分
の
処
理
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

約
２
年
を
要
し
た
が
、
つ
い
に
完
成
に
漕
ぎ
着
け
、

特
許
も
申
請
中
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
う
ど
ん
の
命
と
も
言
え
る
、
麺
の

太
さ
や
コ
シ
の
強
さ
な
ど
、
店
ご
と
の
特
徴
に

応
じ
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
機
器
を
調
整
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
同
社
ら
し
さ
も
忘
れ
な
い
。 

　
販
売
を
開
始
し
て
間
も
な
く
、
地
元
の
有
名

讃
岐
う
ど
ん
チ
ェ
ー
ン
店
か
ら
受
注
す
る
な
ど
、

滑
り
出
し
は
好
調
。
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
今

後
が
楽
し
み
だ
と
い
う
。 

　
同
社
は
こ
れ
か
ら
も
、

「
１
０
０
％
顧
客
志
向
の

も
の
づ
く
り
」
を
通
し

て
、
四
国
を
拠
点
に
様
々

な
食
文
化
を
支
え
て
く
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。 

高松市 
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遠赤外線効果で 
美味しくゆで上がるうどん 

遠赤外線カーボンヒーター 

新開発した電気式ゆで麺器 

３２ 
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【
な
る
と
金
時
の
歴
史
】 

　
後
味
の
良
い
上
品
な
甘
み
と
栗
の
よ

う
な
ホ
ク
ホ
ク
感
、
鮮
や
か
な
紅
色
に

程
よ
い
太
り
具
合
。
味
、
食
感
、
色
、

形
の
全
て
が
そ
ろ
い
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

王
様
と
の
呼
び
声
が
高
い
の
が
徳
島
県

の
「
な
る
と
金
時
」
で
す
。 

　
徳
島
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
の
歴
史
は

江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、「
な

る
と
金
時
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
広
ま
っ
た

の
は
　
年
ほ
ど
前
。
昭
和
　
年
代
前
半

に
「
高
系
　
号
」
品
種
が
導
入
さ
れ
て

以
降
、
優
良
品
種
の
選
抜
を
繰
り
返
し

た
結
果
、
改
良
種
と
し
て
高
品
質
の
サ

ツ
マ
イ
モ
が
誕
生
。
中
身
が
黄
金
色
を

し
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
「
金
時
イ
モ
」

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
「
な
る
と
金
時
」

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
る
と
金
時
は
、
吉
野
川
下
流
域
の

砂
地
、
鳴
門
市
・
徳
島
市
・
板
野
郡
を

中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
北
部

の
温
暖
少
雨
の
気
候
と
、
海
の
ミ
ネ
ラ

ル
を
た
っ
ぷ
り
と
含
み
水
は
け
と
通
気

性
が
良
い
砂
地
が
、
抜
群
の
美
味
し
さ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

【
現
在
の
状
況
】 

　
な
る
と
金
時
は
、
食
味
の
良
さ
な
ど

品
質
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
、
市
場
平
均

価
格
を
上
回
る
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
で
は
平
成
　

年
４
月
に
地
域
団
体
商
標
登
録
を
行
い
、

ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
・
育
成
に
戦
略
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
従
来
か
ら
関
西
圏
で
は
良
く
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
京
浜
地
域
に

お
い
て
重
点
的
に
消
費
宣
伝
や
食
育
活

動
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

今
や
全
国
区
の
知
名
度
を
誇
る
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
内
各
Ｊ
Ａ
で
は
、「
里
む
す
め
」

「
松
茂
美
人
」「
甘
姫
」
等
個
別
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
品
質
向

上
に
努
め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
あ
っ

て
い
ま
す
。 

【
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
】 

　
近
年
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ

し
や
付
加
価
値
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

青
果
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
加
工
食
品

の
素
材
と
し
て
も
幅
広
い
利
用
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
意
欲
的
な
事
業
者
に

よ
り
、
イ
モ
焼
酎
を
は
じ
め
、
和
洋
の

数
多
く
の
ス
イ
ー
ツ
類
、
さ
ら
に
は
コ

ロ
ッ
ケ
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、
な
る
と

金
時
を
使
っ
た
多
彩
な
商
品
群
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
青
果
と

の
相
乗
効
果
で
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
強

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

なると金時  
適地適作が 
産んだ 
トップブランド 

①食物繊維、ビタミンが豊富で、
　美容と健康に最適 
②なると金時を素材に使った多種
　多様な商品群 
③高校生がプロデュースした地産
　地消アイスクリーム 
④ご当地バーガーに取り入れられ
　ることも 

① 

③ 

④ ② 

３０ 

３０ 

１４ 

１９ 
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